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Ⅰ．調査計画 
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（１）調査の目的 

 
ユビキタスネット社会は、あらゆる ICT 機器（ Information and Communication 

Technology）が高度なネットワークで結ばれ、「いつでも、どこでも、誰でも、何でも」簡単

に情報をやりとりすることが可能となり、様々なサービスを享受できる環境が実現します。そ

の結果、生活の豊かさの向上や経済の活性化、社会的課題の克服等の恩恵がもたらせることが

期待されています。しかしながら、最近の ICT 機器の高度化や普及、コンテンツ流通などは、

エンドユーザーの利用状況や嗜好に大きく左右される傾向にあり、今後ユビキタスネット社会

を早期に実現するためには、ユーザーの利用実態、意向等の把握が極めて重要となっています。 
そこで、最近の ICT 機器やインターネット等情報メディアに関するエンドユーザーの利用実

態、意向を把握するとともに、ユビキタスネット社会におけるサービス利用の意向や期待等を

調査・分析し、もって、近畿の ICT 産業に携わる近畿情報通信協議会会員の活動に資すること

を目的に実施しました。 

 

（２）調査対象 

近畿圏在住の１５歳以上の男性、女性 
 

（３）回収状況  

 

 

 

 

有効票数 （有効票率）

全体 964 961 99.7% 3

郵送 509 506 99.4% 3

Web 455 455 100.0% - 

不能票回収数

注）回収数 964 票のうち、3 票は各設問が無記入のため、集計対象より除外。 

 
（４）対象者抽出方法 

近畿情報通信協議会の会員企業・団体の従業員・職員及びその家族等 
 

（５）調査方法 
WEB アンケートと郵送法の併用（発送は郵送配布、返信は WEB 回収及び郵送回収） 

 
（６）調査期間 

平成 17 年 9 月 14 日～10 月 7 日 
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Ⅱ．標本構成 
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（１）回答者の性別 

 ※合計のみ実数、これ以外は割合（％）を示す。 
以下同様。 

合計 男性 女性 不明

全体 961 59.4 40.4 0.2 

 
（２）回答者の年齢 

 合計 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

全体 961 1.2 24.0 35.3 19.8 15.4 4.2 0.1
 
 

注）10 歳代及び 70 歳以上は、極端に回答者数が少ない（統計上、代表性に欠ける）ため、以下

の集計では、10 歳代と 20 歳代をまとめて「10～20 歳代」、60 歳代と 70 歳代をまとめて「60
歳以上」とする。 

 
（３）居住地 

 合計 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 その他 不明

全体 961 4.0 10.0 47.1 25.8 9.5 2.5 1.0 0.1 
 
（４）勤務地・通学地 

 合計 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 その他 なし

全体 961 3.0 6.2 70.6 10.9 4.2 2.8 0.6 1.7 
 
（５）職業 

 
合計 自営業 会社員 公務員

団体
職員

専門職
家事
専念

学生
パート・
アルバイ

ト
無職 その他

全体 961 0.8 72.5 8.4 4.9 0.8 2.1 4.6 4.4 0.3 1.1

 
 

注）自営業及び専門職は、極端に回答者数が少ない（統計上、代表性に欠ける）ため、以下の集

計では、その他に含む。（その他=自営業+専門職+その他） 
 
（６）世帯構成 
 

合計
一人

暮らし
夫婦
のみ

親と子 二世帯 三世帯 その他 不明

全体 961 17.4 18.8 42.1 13.4 5.5 2.5 0.2
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Ⅲ．調査結果 
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１．家庭等における情報メディアの利用状況について 

 

（１）情報収集における利用メディア 
 
速報性や同報性、正確さが求められる“ニュース”は「テレビ」が 92.4％と群を抜いており、

次いで、「新聞」（70.2％）、「インターネット」（56.6％）となっている。しかし、ニュース以

外の分野の情報は「インターネット」が最も高く、次いで「雑誌・書籍」であり、これらメデ

ィアが一般的なビジュアル情報の入手先となっている。 
映画やドラマ、エンターテイメント系など豊富なコンテンツを所有するテレビ業界にとって

は、視聴者へのサービスとして、生活情報や趣味情報、旅行情報、グルメ情報など多種多様な

情報をデータベース的に提供しているインターネットとの連携・融合の必要性がうかがえる。 
 

 
【図1-1：情報収集と利用メディア】（複数回答）
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生活情報

健康情報
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N=961
（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを他の調査データと比較すると【表 1-1】の通りであり、調査対象者や質問方法、調査

時期などは異なるが、大部分の項目で今回調査と同様の傾向であることがうかがえる。 
また、今回調査の回答収集は「郵送回答」と「WEB 回答」の併用であり、その両者の傾向を

みると【表 1-2】に示すように、インターネット利用の“生活情報”、“健康情報”や、雑誌・

書籍利用の“生活情報”などの一部の情報では「WEB 回答者」が「郵送回答者」より高い利用

状況を示しているが、その他の利用メディアでは、両者ともに概ね同様の利用状況である。 
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籍 資料の出所

 
 
 
 
 
ニュ

 仕事・ｱﾙ

 勉強

 旅行

 生活

 
健康

ース 961 56.5 92.4 70.2 10.3 67.4 84.0 62.2 6.2

ﾊﾞｲﾄ等の情報 961 51.0 7.7 33.1 32.2 61.6 12.8 26.0 31.6

の情報 961 69.2 12.8 18.2 65.0 65.1 11.9 15.5 45.2

趣味や遊びの情報 961 84.8 32.5 17.1 67.1 88.6 35.6 11.6 54.6

や店舗の情報 961 86.9 22.9 14.4 66.4 80.3 28.1 11.5 50.3

情報 961 66.0 48.5 36.6 40.0 73.3 45.9 26.1 28.6

情報 961 55.2 52.5 25.6 44.1 62.9 46.6 20.5 33.2

【表1-1：他調査における情報収集と利用メディア】

今回調査の利用メディア 他調査の利用メディア

平成17年度
情報通信白書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％）

N=2079

ース 56.3 91.4 66.6 11.4 56.7 93.9 73.5 9.3

事・ｱﾙﾊﾞｲﾄ等の情報 52.3 9.5 35.2 32.7 49.8 6.1 31.2 31.6

の情報 70.3 14.5 18.5 63.1 68.2 11.3 18.0 66.8

や遊びの情報 85.9 35.2 17.1 69.2 83.8 30.0 17.0 65.2

や店舗の情報 85.9 22.2 14.1 67.0 87.7 23.5 14.6 65.8

情報 70.3 49.7 36.5 45.1 62.1 47.4 36.8 35.4

健康情報 60.0 50.1 26.8 43.3 50.8 54.7 24.5 44.9

【表1-2：回答方法における情報収集と利用メディア】 （％）

WEB回答　　　Ｎ＝455 郵送回答　　　N=506
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ニュ

仕

勉強

趣味

旅行

生活

これを性別にみると、全般的にインターネットの利用は男性で高い傾向を示している。“ニ

ュース”、“生活情報”では、女性より男性で「インターネット」の利用率が高い。“仕事・ア

ルバイト等の情報”では、男性は「新聞」、女性は「雑誌・書籍」の利用率が高い。また、“趣

味や遊びの情報”、“生活情報”では男性は「インターネット」で、女性は「雑誌・書籍」で高

い。“旅行や店舗情報”は女性の「雑誌・書籍」の利用度が男性より高い。 
年代別にみると、各分野において 60 歳以上の人は、「インターネット」をはじめ各種メディ

アの利用は年代間で最も低い。 
また、“ニュース”、“健康情報”は年代が高いほど「新聞」、「雑誌・書籍」の利用率が高く

速報性や正確さを重視していることがうかがえる。同様に、“趣味や遊びの情報”、“旅行や店

舗情報”、“生活情報”も年代が高いほど「新聞」を情報入手先にしている。逆に、“趣味・遊

び情報”、“仕事・アルバイト等の情報”では若い人ほど「インターネット」の利用率が高い。 
職業別では、会社員や公務員、団体職員などは、“勉強の情報”、“趣味や遊びの情報”、“生

活情報”は「雑誌・書籍」で、“旅行や店舗情報”は「インターネット」を入手先として利用

する率が高い。また、学生やパート等は“仕事・アルバイト等の情報”、“勉強の情報”で「イ

ンターネット」、「雑誌・書籍」のウエイトが高い。 
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388 50.0 94.1 66.8 5.2 0.3 49.0 4.9 28.4 36.6 19.3 65.2 14.7 17.3 62.4 9.5

20歳代 243 58.8 91.4 60.9 8.6 0.4 64.6 7.4 20.2 43.6 11.5 74.1 16.5 16.0 64.6 6.2

代 339 58.7 93.8 66.1 8.3 0.0 48.1 7.7 29.5 31.6 22.7 69.9 11.8 13.0 59.0 8.6

代 190 51.6 89.5 74.2 8.9 0.0 51.1 8.4 48.4 27.9 17.4 71.6 12.6 21.6 73.7 6.3

代 148 58.1 93.9 83.8 15.5 0.7 41.2 6.1 39.9 26.4 25.7 60.8 8.1 20.9 67.6 8.8

以上 41 41.5 95.1 92.7 24.4 0.0 29.3 12.2 43.9 9.8 41.5 53.7 17.1 48.8 68.3 12.2

員 697 57.0 92.4 70.2 10.8 0.3 51.9 8.8 34.7 33.0 19.8 69.3 13.8 16.8 64.8 7.6

員 81 63.0 88.9 76.5 9.9 0.0 48.1 11.1 38.3 30.9 18.5 69.1 13.6 24.7 61.7 6.2

職員 47 51.1 95.7 70.2 19.1 0.0 51.1 4.3 31.9 12.8 23.4 66.0 12.8 23.4 63.8 12.8

専念 20 30.0 90.0 70.0 5.0 0.0 30.0 0.0 45.0 0.0 35.0 50.0 5.0 30.0 60.0 5.0

44 52.3 86.4 52.3 9.1 0.0 54.5 2.3 9.1 54.5 6.8 77.3 11.4 13.6 81.8 0.0

ト等 42 57.1 97.6 83.3 4.8 0.0 52.4 0.0 28.6 40.5 16.7 71.4 7.1 23.8 59.5 9.5

他 27 59.3 100 59.3 0.0 0.0 40.7 0.0 11.1 22.2 40.7 70.4 3.7 14.8 70.4 14.8

3 66.7 100 100 0.0 0.0 66.7 33.3 66.7 33.3 33.3 66.7 0.0 33.3 33.3 33.3

イ
ン
タ
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ネ
ッ
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聞
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・
書

籍 不
明

イ
ン
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ッ
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誌
・
書

籍 不
明

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
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テ
レ
ビ

新
聞

雑
誌
・
書

籍 不
明

961 84.8 32.5 17.1 67.1 1.2 86.9 22.9 14.4 66.4 2.1 66.0 48.5 36.6 40.0 3.7

571 87.7 31.7 18.4 62.9 1.2 89.5 18.7 14.7 59.9 1.8 69.5 44.8 39.8 34.2 3.7

388 80.4 33.8 15.2 73.5 1.3 83.0 29.1 13.9 76.0 2.6 60.6 54.1 32.2 48.5 3.9

20歳代 243 85.6 35.4 8.6 73.3 0.8 87.7 23.5 7.4 72.0 2.5 67.9 46.5 23.5 43.6 3.3

代 339 90.0 34.5 13.0 65.2 0.3 90.6 25.4 8.0 70.2 0.9 70.8 47.8 26.8 44.5 3.8

代 190 84.2 27.4 20.0 68.4 1.1 84.2 19.5 18.9 67.9 1.6 61.1 52.1 50.5 37.9 2.1

代 148 79.7 31.1 26.4 60.8 3.4 86.5 20.9 22.3 50.7 4.1 63.5 46.6 48.6 29.1 5.4

以上 41 58.5 26.8 53.7 63.4 4.9 65.9 22.0 58.5 51.2 4.9 46.3 56.1 87.8 29.3 7.3

員 697 86.7 33.9 17.1 69.3 0.7 87.9 24.4 15.1 67.9 1.3 68.0 49.4 35.9 41.9 3.4

員 81 84.0 28.4 17.3 65.4 1.2 92.6 17.3 13.6 70.4 0.0 64.2 43.2 39.5 34.6 1.2

職員 47 78.7 27.7 17.0 61.7 4.3 85.1 17.0 21.3 57.4 0.0 63.8 55.3 53.2 34.0 2.1

専念 20 75.0 45.0 40.0 45.0 0.0 70.0 20.0 20.0 75.0 10.0 45.0 50.0 40.0 35.0 10.0

44 79.5 31.8 4.5 56.8 2.3 77.3 25.0 2.3 61.4 6.8 56.8 45.5 13.6 31.8 6.8

ト等 42 69.0 26.2 16.7 61.9 4.8 78.6 19.0 7.1 57.1 7.1 50.0 50.0 47.6 40.5 2.4

他 27 92.6 18.5 14.8 66.7 3.7 85.2 18.5 11.1 51.9 11.1 77.8 29.6 29.6 33.3 14.8

3 66.7 33.3 66.7 66.7 0.0 100 0.0 33.3 33.3 0.0 66.7 66.7 100 33.3 0.0

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

テ
レ
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新
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雑
誌
・
書

籍 不
明

961 55.2 52.5 25.6 44.1 7.0

571 58.0 45.2 26.6 39.2 7.4

388 50.8 63.4 24.2 51.3 6.4

20歳代 243 55.6 55.1 14.8 40.3 8.6

代 339 56.6 54.6 18.6 46.0 6.8

代 190 53.2 51.6 34.7 44.7 5.3

代 148 56.1 45.9 35.8 42.6 7.4

以上 41 46.3 48.8 68.3 53.7 4.9

員 697 56.5 52.4 25.0 44.5 7.0

員 81 56.8 54.3 23.5 44.4 4.9

職員 47 51.1 48.9 36.2 46.8 6.4

専念 20 35.0 60.0 30.0 40.0 15.0

44 47.7 52.3 11.4 31.8 6.8

ト等 42 40.5 57.1 35.7 47.6 9.5

その他 27 74.1 44.4 33.3 44.4 3.7

無職 3 33.3 66.7 33.3 66.7 0.0

職
業
別

健康情報

全体

性
別

年
代
別

 
 

 
 
 女性

 10～
30歳

 40歳

 
50歳

60歳

 会社

 
公務

団体

 家事

 
学生

パー

 その

 
無職

 
 
 
 男性

 
女性

10～

 30歳
40歳

 50歳
 60歳
会社

 公務

 団体

家事

 学生

 
パー

その

 無職

 
 
 
 男性

 女性

10～
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 会社

公務

 団体
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 パー
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明

961 56.5 92.4 70.2 10.3 0.2 51.0 7.7 33.1 32.2 20.1 69.2 12.8 18.2 65.0 7.7

男性 571 60.8 91.2 72.7 13.7 0.2 52.4 9.5 36.4 29.1 20.5 71.8 11.6 18.9 66.9 6.5

回
答
者
数

年
代
別

職
業
別

仕事・アルバイト等の情報 勉強の情報

生活情報
回
答
者
数

趣味や遊びの情報 旅行や店舗の情報

全体

【表1-3：情報収集と利用メディア（属性別）】（複数回答）

性
別

回
答
者
数

ニュース

（％）

性
別

年
代
別

職
業
別

全体
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（２）情報メディアの利用状況 
 

①情報メディアの認知状況 

 
今回の調査対象者は、社会の情報化に関心や関わりを持った企業・団体の関係者が中心であ

り、また、インターネットを介して回答を寄せた人が多いことから、IP 電話以外の各メディ

アともほぼ 98％以上の認知率で、対象者のほぼ全員が認知していると言える。 
 
 【図1-2：情報メディアの認知状況】（複数回答）
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98.2

98.2
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N=961
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98.4

98.2
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97.9

95.2
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99.3
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地上デジタル放送
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衛星放送(有料）

ケーブルテレビ
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インターネット

電子メール

 0
（％）N=961

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回
答
者
数

地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送

衛
星
放
送

（

無
料
）

衛
星
放
送

（

有
料
）

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ
ビ

携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ Ｉ
Ｐ
電
話

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

電
子
メ
ー

ル

961 98.4 98.2 98.2 97.9 99.5 95.2 99.5 99.3

男性 571 99.4 99.3 98.4 98.6 99.8 98.0 99.8 99.6

女性 388 96.7 96.4 97.7 96.7 99.0 90.8 98.9 98.7

10～20歳代 243 98.0 98.4 99.2 98.4 99.6 91.8 99.6 99.6

30歳代 339 99.1 98.5 97.6 97.9 100.0 96.5 100.0 100.0

40歳代 190 98.9 97.9 99.5 98.4 100.0 97.9 100.0 99.5

50歳代 148 97.9 97.9 98.0 97.9 98.6 96.0 99.3 99.3

60歳以上 41 92.7 95.1 90.2 90.2 95.1 87.8 92.7 90.3

会社員 697 98.6 98.6 98.3 98.7 99.5 96.3 99.6 99.6

公務員 81 100.0 98.8 100.0 100.0 99.6 97.5 100.0 100.0

団体職員 47 97.9 93.6 93.6 93.6 100.0 97.9 100.0 100.0

家事専念 20 100.0 95.0 95.0 95.0 97.9 85.0 95.0 95.0

学生 44 93.2 97.7 97.7 95.5 100.0 86.4 100.0 100.0

パート 42 97.6 97.6 100.0 92.8 100.0 90.5 100.0 100.0

その他 27 96.3 96.3 96.3 88.9 100.0 81.5 96.3 88.9

無職 3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

【表1-4：情報メディアの認知状況（属性別）】（複数回答）

全体

性
別

年
代
別

職
業
別

（％）
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②利用している情報メディア 
 

よく利用する情報メディアは、「携帯電話・PHS」（96.4％）、「電子メール」（93.9％）、「イ

ンターネット」（92.7％）であり、通信系のほぼ全てが 90％以上と高く、上位を占めている。

次いで「衛星放送（無料）」（41.9％）、「ケーブルテレビ」（32.6％）など放送系となっている。 
放送系では、別途の視聴料金が必要でない「衛星放送（無料）」が 41.9％と非常に高い点が

注目される。なお、「地上デジタル放送」（18.2％）、「衛星放送（有料）」（18.1％）は、

利用率はあまり高くはないが、今後の伸びが期待されている。 

 なお、本アンケートにおいてアナログ放送テレビについて触れていないのは、アナログ放送

テレビは利用率がほぼ１００％であると見なしていることによる。 

 

 【図1-3：利用している情報メディア】（複数回答）

18.2

41.9

18.1

32.6

96.4
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N=961

（％）
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92.7
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地上デジタル放送
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ケーブルテレビ

携帯電話・ＰＨＳ

ＩＰ電話

インターネット

電子メール

 0

N=961

（％）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを他の調査データと比較すると【表 1-5】の通りであり、調査対象者や質問方法、調査

時期などは異なるが、大部分の項目で今回調査での利用率は高い。このことからも、今回調査

の対象者は、ICT 化に関係する、あるいは関心のある人達であることがうかがえる。 
 

 

資料の出所

衛星放送（無料） 41.9 BS（無料及びNHK） 43.2
衛星放送（有料） 18.8 BS（WOWWOW）又はCS 14.6
ケーブルテレビ 32.6 ケーブルテレビ世帯加入率 28.9
携帯電話・ＰＨＳ 96.4 携帯電話世帯保有率 91.1

携帯電話利用率（過去1年間） 65.1
ＩＰ電話 29.4 IP電話利用率（世帯） 12.7
インターネット 92.7 インターネット利用率（世帯） 86.8

インターネット利用率（個人） 69.4

【表1-5：他調査における情報メディアの利用状況】

他調査の
利用率等（％）

今回調査の
利用率（％）

平成16年通信利用動向調査
報告書（世帯編）
平成17年3月

 

 

 

 

 

 

 

 
これを性別にみると、「IP 電話」、「衛星放送（無料）」で、女性に比べ男性で高いが、女性

の「インターネット」利用が 89.9％と高く、家庭の中に深くパソコンが普及していることがう
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かがえる。 
年代別では、「携帯電話・PHS」、「インターネット」、「電子メール」は年代の若いほど利用

率が高いが、50 歳代で 89.9％、60 歳以上でも 75.6％に達し、インターネットがもはや若者の

情報メディアではなくなっている。その他のメディアは、年代が高くなるほど利用率が低くな

る傾向がうかがえる。特に、情報化の牽引役となっていると考えられる 10～30 歳代の若い世

代の情報メディアの利用行動は、通信費が安価になったこともありパソコン・携帯電話といっ

たメディアの利用に積極的である。更に、後述の“インターネットの利用内容”にみるように、

これらメディア利用への誘因は、「仕事」ではなく「楽しみ」として音楽・映像等の商業化さ

れた娯楽系のメディアへの消費意欲が高い。40 歳代を超えると「IP 電話」や「ケーブルテレ

ビ」、「地上デジタルテレビ」、「衛星放送（有料・無料）」といった放送系メディアのウエイト

が高くなる。 
職業別では、「衛星放送（有料・無料）」は団体職員や家事専念、パート等で、「ケーブルテ

レビ」は会社員で高く、「携帯電話・PHS」は家事専念以外で高い。 
 
 

回
答
者
数

地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送

衛
星
放
送

（

無
料
）

衛
星
放
送

（

有
料
）

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ
ビ

携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ Ｉ
Ｐ
電
話

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

電
子
メ
ー

ル

961 18.2 41.9 18.1 32.6 96.4 29.4 92.7 93.9

男性 571 18.6 45.5 16.3 34.2 96.8 34.9 94.6 95.3

女性 388 17.8 36.9 20.9 30.4 95.6 21.4 89.9 91.8

10～20歳代 243 19.3 35.8 14.4 30.9 97.1 25.1 93.4 94.7

30歳代 339 12.1 37.5 13.6 27.1 97.6 29.5 95.6 96.5

40歳代 190 23.2 46.8 23.2 35.8 95.8 31.1 92.6 94.2

50歳代 148 21.6 50.7 25.0 40.5 95.9 33.1 89.9 91.9

60歳以上 41 26.8 61.0 29.3 43.9 85.4 34.1 75.6 73.2

会社員 697 18.2 41.8 16.1 34.3 96.4 32.1 92.7 94.8

公務員 81 16.0 40.7 17.3 32.1 100.0 19.8 96.3 96.3

団体職員 47 19.1 44.7 23.4 29.8 95.7 29.8 89.4 91.5

家事専念 20 20.0 50.0 40.0 20.0 85.0 25.0 90.0 85.0

学生 44 18.2 31.8 13.6 15.9 97.7 18.2 90.9 93.2

パート 42 19.0 40.5 28.6 23.8 90.5 14.3 90.5 85.7

その他 27 18.5 51.9 33.3 40.7 85.2 29.6 96.3 85.2

無職 3 33.3 100.0 66.7 66.7 100.0 66.7 100.0 100.0

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

【表1-6：利用している情報メディア（属性別）】（複数回答） （％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③情報メディアへの関心度 
 

今後、機会があれば利用したいメディアは、「地上デジタル放送」が 60.2％と最も高く、次

いで「IP 電話」（40.8％）、「衛星放送（無料）」（39.4％）、「衛星放送（有料）」（37.5％）、

「ケーブルテレビ」（30.5％）であり、放送系が上位を占めている。携帯電話・PHS やパソコ

ンは普及の飽和点にあることがうかがえる。 
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 【図1-4：機会があれば利用したいメディア】（複数回答）

60.2

39.4

37.5

30.5

1.7

40.8

5.4

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70

地上デジタル放送

衛星放送（無料）

衛星放送（有料）

ケーブルテレビ

携帯電話・ＰＨＳ

ＩＰ電話

インターネット

電子メール

N=961

（％）

60.2

39.4

37.5

30.5

1.7

40.8

5.4

3.4

0 20 40 60 80 100

地上デジタル放送

衛星放送(無料）

衛星放送(有料）

ケーブルテレビ

携帯電話・ＰＨＳ

ＩＰ電話

インターネット

電子メール N=961

（％）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、男女とも今後の関心は「地上デジタル放送」、「IP 電話」に移行しており、

特に女性に比べ男性で高い。 
年代別では、「衛星放送（有料・無料）」、「ケーブルテレビ」、「IP 電話」は年代が若いほど

高く、特に 10～30 歳代が顕著であり、今後の若い層の動向が注目される。 
職業別では、家事専念が「地上デジタルテレビ」に最も関心を寄せているが、公務員、会社

員、団体職員は「地上デジタルテレビ」をはじめ「衛星放送（有料・無料）」、「ケーブルテ

レビ」、「IP 電話」など今後の欲求メディアは多岐に亘っている。 

 

 

回
答
者
数

地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送

衛
星
放
送

（

無
料
）

衛
星
放
送

（

有
料
）

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ
ビ

携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ Ｉ
Ｐ
電
話

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

電
子
メ
ー

ル

961 60.2 39.4 37.5 30.5 1.7 40.8 5.4 3.4

男性 571 65.1 38.9 38.2 29.4 1.6 43.1 3.7 2.3

女性 388 53.1 39.9 36.1 31.7 1.8 37.4 8.0 5.2

10～20歳代 243 58.0 45.3 46.9 35.8 1.2 41.6 5.3 4.5

30歳代 339 65.8 44.2 42.5 34.5 0.9 42.5 4.1 2.1

40歳代 190 58.4 33.7 28.4 25.3 3.2 38.4 5.8 3.7

50歳代 148 54.7 30.4 25.7 23.0 2.0 40.5 6.1 3.4

60歳以上 41 56.1 24.4 24.4 17.1 2.4 34.1 12.2 7.3

会社員 697 61.1 40.5 39.3 30.0 1.4 40.2 5.7 3.2

公務員 81 59.3 35.8 38.3 35.8 0.0 56.8 3.7 1.2

団体職員 47 61.7 31.9 40.4 34.0 2.1 42.6 6.4 4.3

家事専念 20 65.0 25.0 20.0 20.0 5.0 40.0 5.0 10.0

学生 44 59.1 47.7 34.1 36.4 2.3 36.4 6.8 6.8

パート 42 47.6 38.1 26.2 28.6 4.8 31.0 4.8 4.8

その他 27 55.6 40.7 22.2 25.9 3.7 33.3 0.0 3.7

無職 3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

職
業
別

年
代
別

【表1-7：機会があれば利用したいメディア（属性別）】（複数回答）

全体

性
別

（％）
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（３）現在所有のＩＣＴ機器 
 

ICT 機器の世帯所有率は高く、 
 
・携帯電話・PHS ................................................ 96.9％ 
・パソコン ........................................................... 94.5％ 
・ＦＡＸ ............................................................... 61.6％ 
・カーナビ ........................................................... 37.9％ 
・デジタルテレビ................................................. 25.7％ 

 
が顕著であり、種々の情報通信ツールを使いたいときに使うことが可能な環境が醸成されつ

つあることがうかがえる。 
 

【図1-5：所有しているICT機器】（複数回答）
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デジタルテレビ

カーナビ

その他

N=961

（％）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを他の調査データと比較すると【表 1-8】の通りであり、概ね全国調査と同様の保有傾

向であるが、大部分の項目で今回調査での保有率は高い。 
 
 
 資料の出所

コン 94.5 パソコン 77.5
電話・ＰＨＳ 96.9 携帯電話 91.1

ＰＨＳ 5.7
Ａ 8.6 携帯情報端末 4.9
Ｘ 61.0 ＦＡＸ 52.9
ナビ 37.9 カーナビ 33.5

【表1-8：他調査におけるICT機器の保有状況】

今回調査の
所有率（％）

他調査の
所有率率等（％）

平成16年通信利用動向調査
報告書（世帯編）
平成17年3月

 パソ

 携帯

 
ＰＤ

 ＦＡ

 カー
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これを年代別にみると、「パソコン」、「携帯電話・PHS」は年代間に差はなく、20 歳代や

30 歳代が中心であった ICT 機器が、年齢の枠を超えて広がりを見せており、特に「携帯電話・

PHS」は、外出先や移動中の通話利用から自宅内での通話にも利用するなど、利用形態の変

化と個人財としての傾向を強めていることがうかがえる。また、最近話題の「デジタルテレ

ビ」は 40～60 歳以上で高い。 
職業別では、「Ｌモード対応電話」、「ＦＡＸ」、「カーナビ」は家事専念に多い。 
 
 
 

回
答
者
数

パ
ソ
コ
ン

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ Ｐ
Ｄ
Ａ

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｌ
モ
ー

ド
対
応
電

話 デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

カ
ー

ナ
ビ

そ
の
他

不
明

961 94.5 96.9 8.6 61.0 7.3 25.7 37.9 0.4 0.2

男性 571 96.5 96.7 11.0 62.0 6.0 25.9 40.8 0.5 0.2

女性 388 91.5 97.2 5.2 59.3 9.0 25.5 33.8 0.3 0.3

10～20歳代 243 95.5 97.5 4.1 46.9 9.1 25.5 27.6 0.0 0.0

30歳代 339 96.2 97.1 9.7 61.7 7.7 19.5 42.8 0.6 0.0

40歳代 190 90.0 95.8 9.5 67.4 4.7 31.6 34.2 1.1 0.0

50歳代 148 95.3 97.3 12.8 68.2 7.4 30.4 43.9 0.0 0.7

60歳以上 41 92.7 95.1 7.3 82.9 4.9 34.1 53.7 0.0 2.4

会社員 697 93.4 97.1 9.2 61.1 6.9 27.1 36.9 0.6 0.3
公務員 81 98.8 97.5 6.2 54.3 8.6 19.8 46.9 0.0 0.0
団体職員 47 97.9 93.6 6.4 68.1 4.3 25.5 42.6 0.0 0.0
家事専念 20 100.0 100.0 10.0 85.0 20.0 30.0 60.0 0.0 0.0
学生 44 100.0 97.7 2.3 38.6 9.1 11.4 20.5 0.0 0.0
パート 42 90.5 92.9 2.4 66.7 4.8 23.8 23.8 0.0 0.0
その他 27 96.3 96.3 25.9 74.1 11.1 33.3 59.3 0.0 0.0
無職 3 100.0 100.0 0.0 66.7 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0

【表1-9：所有しているICT機器（属性別）】（複数回答）

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

（％）
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（４）パソコンの活用状況 
 

①所有パソコンのインターネット接続有無 
 

現在、所有パソコンのインターネット接続状況をみると、「接続している」（93.6％）、「今後、

接続の予定」（4.5％）で、両者を合わせると 98.1%とほぼ全員が接続している状況であり、パ

ソコン所有＝インターネット接続の感を呈している。 
 【図1-6：所有パソコンのインターネット接続有無】（単一回答）

93.7%

4.5%

1.3%
0.5%

接続している

今後、接続の予定

現在及今後とも接続はしない

分らない

パソコン
所有世帯
N = 908
100％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年代別では、若い年代ほど接続率は高い。しかし、「今後、接続の予定」まで入れると年代

間には殆ど差はみられない。 
職業別では、家事専念、団体職員で若干「接続している」が低いが、「今後、接続の予定」

まで入れると職業間には殆ど差は見られない。 
 
 

回
答
者
数

（

Ｐ
Ｃ
所
有
世
帯
）

接
続
し
て
い
る

今
後
、

接
続
の
予
定

現
在
及
今
後
と
も
接

続
は
し
な
い

分
ら
な
い

908 93.6 4.5 1.3 0.5
男性 551 95.3 3.6 0.5 0.6
女性 355 91.0 5.9 2.5 0.6
10～20歳代 232 94.8 3.4 1.7 0.0
30歳代 326 94.8 4.0 0.9 0.3
40歳代 171 93.6 3.5 2.3 0.6
50歳代 141 90.8 7.1 0.7 1.4
60歳以上 38 86.8 10.5 0.0 2.6
会社員 651 94.0 4.6 0.9 0.5
公務員 80 92.5 6.3 1.3 0.0
団体職員 46 91.3 8.7 0.0 0.0
家事専念 20 90.0 5.0 0.0 5.0
学生 44 93.2 0.0 6.8 0.0
パート 38 92.1 2.6 5.3 0.0

年
齢
別

職
業
別

その他 26 96.2 0.0 0.0 3.8
無職 3 100.0 0.0 0.0 0.0

性
別

全体

【表1-10：所有パソコンのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続有無（属性別）】（単一回答）（％）
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②インターネットの利用内容 
 

インターネットの利用内容をみると、 
 

・プライベートな趣味の情報収集........................ 95.4％ 
・仕事や勉強の情報収集 ...................................... 78.0％ 
・プライベートな情報のやりとり........................ 76.1％ 

 
がトップ 3 で、仕事や勉強時に必要な情報収集のツールとして利用するとともに、プライベー

トな情報の収集や友人・知人との交流（メール）などに積極的に活用するなど、インターネッ

ト利用が仕事や勉強中心から、電子メール、趣味のホームページ閲覧などに軸足を移している。 
また、「旅行や飲食店の予約」（63.8％）、「インターネット通販、オークション」（54.2％）、

「プライベートな趣味情報の発信」（22.0％）にも積極的に利用しており、インターネットが

単なる情報収集の手段ではなく、購買活動や個人の意見など情報発信ツールとして利用される

とともに、“趣味縁”といった新たなコミュニティ形成にも活用されはじめている。 
数年前までは、パソコンの利用目的は仕事や勉強のためであり、パソコンを使えないと取り

残されるといった危機感や不安感があった。しかし、この調査で明らかなように、現在では“プ

ライベートで楽しむ”ためにインターネットにアクセスしている。更に、娯楽感覚でインター

ネットを利用することからステップアップし、購買活動や地域情報の入手など日常生活にイン

ターネットを活用している。 
 

 【図1-7：インターネットの利用内容】（複数回答）

22.0

29.1

63.8

54.2

76.1

42.0

0.5

0.5

0.9

78.0

95.4

0 20 40 60 80 100

プライベートな趣味の情報収集

仕事や勉強の情報収集

プライベートな趣味の情報発信

電子決済

旅行や飲食店予約などのサービス享受

インターネット通信販売、オークション

プライベートな情報のやりとり

仕事や勉強の情報のやりとり

特に目的はない

その他

不明
N=850

（％）
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これを性別にみると、男女とも「プライベートな趣味の情報収集」が最も高いが、家庭にい

ても仕事や勉強にインターネットを活用しており、特に男性は「仕事や勉強の情報収集」、「仕

事や勉強の情報のやりとり」、「電子決済」が高い。 
年代別では、10 歳代、20 歳代が中心だったインターネットは、性別・年齢を超えて確実に

普及拡大しており、今後の社会を牽引する若い層の用途をみると、10～20 歳代は「プライベ

ートな趣味の情報収集」、「プライベートな趣味の情報発信」が多く、ゲーム感覚や娯楽感覚で

サービスを利用していることがうかがえる。30 歳代は「電子決済」、「旅行や飲食店予約のサ

ービス享受」、「インターネット通販、オークション」が高く、インターネットを単なる楽しみ

の道具から、購買やサービス享受目的の情報収集、電子商取引など、日常的な生活への活用と

利用範囲を拡大している。40 歳以上の層は仕事や勉強に利用することが他年代より多い。 
職業別では、「仕事や勉強の情報収集」、「仕事や勉強の情報のやりとり」は家事専念を除い

た職種で高い。同様に、「プライベートな趣味の情報収集」、「プライベートな情報発信」、「プ

ライベートな情報のやりとり」も概ね職業に関係なく高く、仕事や勉強がらみ中心から、友人

と電子メールのやりとりや趣味でのホームページ閲覧など、プライベート利用中心へ軸足を移

していることがうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回
答
者
数

（

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

接
続
者
）

プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
趣
味
の

情
報
収
集

仕
事
や
勉
強
の
情
報
収
集

プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
趣
味
の

情
報
発
信

電
子
決
済

旅
行
や
飲
食
店
予
約
な
ど

の
サ
ー

ビ
ス
享
受

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
通
信
販

売
、

オ
ー

ク
シ
ョ

ン

プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
情
報
の

や
り
と
り

仕
事
や
勉
強
の
情
報
の
や

り
と
り

特
に
目
的
は
な
い

そ
の
他

不
明

850 95.4 78.0 22.0 29.1 63.8 54.2 76.1 42.0 0.5 0.5 0.9

男性 525 96.2 84.2 23.6 34.5 63.8 54.3 75.0 49.1 0.4 0.4 1.0

女性 323 94.1 68.1 19.5 20.4 63.5 53.9 78.0 30.7 0.6 0.3 0.9

10～20歳代 220 97.3 77.7 30.5 25.9 60.5 54.5 70.0 41.8 0.0 0.5 1.0

30歳代 309 95.5 75.4 18.1 32.7 67.3 57.0 77.3 36.6 0.3 0.3 1.0

40歳代 160 95.6 80.6 16.9 29.4 61.9 49.4 77.5 44.4 0.6 1.3 1.2

50歳代 128 92.2 79.7 21.9 26.6 63.3 57.8 82.0 48.4 1.6 0.0 0.8

60歳以上 33 93.9 84.8 27.3 24.2 63.6 36.4 75.8 57.6 0.0 0.0 0.0

会社員 612 96.2 76.8 21.7 31.4 65.8 53.1 77.1 41.8 0.7 0.5 0.8
公務員 74 93.2 85.1 17.6 13.5 58.1 60.8 71.6 35.1 0.0 1.4 2.8
団体職員 42 85.7 81.0 26.2 38.1 73.8 66.7 76.2 57.1 0.0 0.0 2.4
家事専念 18 88.9 44.4 16.7 22.2 44.4 55.6 72.2 5.6 0.0 0.0 0.0
学生 41 95.1 85.4 22.0 9.8 34.1 39.0 65.9 58.5 0.0 0.0 0.0
パート 35 100.0 80.0 28.6 22.9 57.1 65.7 82.9 25.7 0.0 0.0 0.0
その他 25 96.0 88.0 32.0 44.0 84.0 48.0 76.0 60.0 0.0 0.0 0.0
無職 3 100.0 100.0 0.0 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0

【表1-11：インターネットの利用内容（属性別）】（複数回答）

職
業
別

全体

性
別

年
齢
別

（％）
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③インターネットの接続回線 
 

インターネットの接続回線を全体でみると、「ADSL 回線」（48.8％）がほぼ過半数を占め、

次いで、「光ファイバー回線」（24.5％）、「ケーブルテレビ回線」（14.0％）となっており、こ

の３種類の回線で 87.3％に達し、今回の調査対象者のほぼ 90％の世帯で高速回線が導入され

ている。 
それでも「アナログ回線」（6.4％）は少数派であるがまだまだ存在しており、インフラの整

備状況によるものであることが考えられる。 
また、「携帯電話・PHS」利用者が 10.0％であり、家庭でも状況により使い分けているであ

ろうことがうかがえる。 
 
 【図1-8：インターネットの接続回線】（複数回答）

48.8

2.5

24.5

14.0

6.4

10.0

0.7

4.5

0 20 40 60 80

ＡＤＳＬ回線

ＩＳＤＮ回線

光ファイバー回線

ケーブルテレビ

アナログ回線

携帯電話・ＰＨＳ回線

その他

不明
N = 850

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
これを年代別にみると、年代間には殆ど差はないが、「ADSL 回線」では若干 30～50 歳代で

高く、また 40 歳以上では「光ファイバー回線」が高い。 
職業別では、職種に関係なく「ADSL 回線」が最も多いが、学生は「光ファイバー回線」の

利用が若干多い。 
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回
答
者
数

（

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

接
続
者
）

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線

光
フ
ァ

イ
バ
ー

回
線

ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ

ア
ナ
ロ
グ
回
線

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

回
線

そ
の
他

不
明

850 48.8 2.5 24.5 14.0 6.4 10.0 0.7 4.5

男性 525 51.0 1.9 27.0 15.2 5.0 10.3 1.0 1.6

女性 323 44.9 3.4 20.4 12.1 8.7 9.3 0.3 9.3

10～20歳代 220 44.1 1.8 24.1 14.5 6.8 10.0 0.9 6.8

30歳代 309 50.8 2.3 22.0 12.0 8.4 9.1 1.3 3.9

40歳代 160 48.8 2.5 26.3 15.6 3.1 11.9 0.0 5.4

50歳代 128 53.9 3.1 26.6 15.6 4.7 10.9 0.0 1.6

60歳以上 33 42.4 6.1 33.3 15.2 6.1 6.1 0.0 6.1

会社員 612 47.1 2.5 25.0 15.4 6.4 10.9 0.3 4.9
公務員 74 51.4 1.4 23.0 14.9 9.5 9.5 0.0 2.7
団体職員 42 61.9 7.1 21.4 2.4 7.1 4.8 0.0 0.0
家事専念 18 83.3 5.6 11.1 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0
学生 41 48.8 2.4 29.3 7.3 4.9 4.9 2.4 4.9
パート 35 48.6 0.0 11.4 17.1 2.9 8.6 2.9 8.6
その他 25 40.0 0.0 40.0 12.0 8.0 12.0 8.0 4.0
無職 3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

職
業
別

全体

性
別

年
齢
別

【表1-12：インターネットの接続回線（属性別）】(複数回答） （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④外出先でのインターネットの利用方法 
 

外出先では、利用方法が異なるものの、4 人に１人（23.8％）がインターネットを利用して

いる。そのときの利用端末は、「インターネットカフェや空港等の設置機器を利用」（10.6％）

が最も多いが、「ノートパソコンや PDA とともに通信カードを携帯して利用」（9.0％）、「ノー

トパソコンや PDA を携帯し、ホットスポット等の利用可能環境で利用」（4.2％）と、少なく

とも自分の端末を携行する人も 13.2％と、ほぼ８人に１人の割合であり、空港や駅、ホテルな

ど公共性の高い施設での接続環境整備の必要性がうかがえる。 
 

 【図1-9：外出先でのインターネット利用方法】（単一回答）

9.0

4.2

10.6

1.5

74.7

0 20 40 60 80 100

ノートパソコンやＰＤＡとともに
通信カードを携帯

ノートパソコンやＰＤＡを携帯

インターネットカフェや空港等の
設置機器を利用

外出先では利用しない

不明 N = 908

（％）
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これを性別でみると、外出先でも利用する人は男性で若干高い。 
年代別では、10～40 歳代での利用者が多い。利用方法は、10～20 歳代は「インターネット

カフェ等の設置機器を利用」が 17.2％と多いが、30 歳を超えると少なくとも端末は携行して

おり、30～50 歳代は「端末とともに通信カード携行」が 10％強と多く、60 歳以上は「端末の

み携行・利用環境活用」（7.9％）が多くなっている。 
職業別では、全体的にみると学生、パート等の利用率が高いが、会社員、公務員、団体職員

の利用も 23％前後で４人に１人の割合である。学生は「端末のみ携行・利用環境活用」（13.6％）、

パート等は「インターネットカフェ等の設置機器を利用」（23.7％）が高い。 
 
 

回
答
者
数

（

Ｐ
Ｃ
所
有
者
）

ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
や
Ｐ
Ｄ
Ａ

と
と
も
に

通
信
カ
ー

ド
を
携
帯

ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
や
Ｐ
Ｄ
Ａ

を
携
帯

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ

や

空
港
等
の

設
置
機
器
を
利
用

外
出
先
で
は
利
用
し
な
い

不
明

908 9.0 4.2 10.6 74.7 1.5

男性 551 12.7 5.6 8.9 71.3 1.5

女性 355 3.1 2.0 13.2 80.0 1.7

10～20歳代 232 5.6 4.7 17.2 71.6 0.9

30歳代 326 9.2 3.1 9.2 77.6 0.9

40歳代 171 12.3 5.3 9.9 72.5 0.0

50歳代 141 12.1 3.5 5.0 75.9 3.5

60歳以上 38 2.6 7.9 5.3 73.7 10.5

会社員 651 9.7 2.8 10.8 75.6 1.2
公務員 80 5.0 7.5 11.3 75.0 1.3
団体職員 46 10.9 4.3 6.5 73.9 4.3
家事専念 20 0.0 0.0 5.0 90.0 5.0
学生 44 9.1 13.6 4.5 70.5 2.3
パート 38 0.0 5.3 23.7 68.4 2.6
その他 26 23.1 15.4 7.7 53.8 0.0
無職 3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

【表1-13：外出先でのインターネット利用方法（属性別）】（単一回答）

職
業
別

全体

性
別

年
齢
別

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤外出先でのインターネット利用充実場所 
 

外出先でのインターネット利用充実場所は、 
 

・宿泊施設 ........................................................... 78.7％ 
・駅、空港、港 .................................................... 75.0％ 
・公共施設 ........................................................... 53.7％ 

 
がトップ 3 で、次いで「公共交通機関内」（44.0％）となっており、公共的なスペースでの利

用意向が高い。 
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 【図1-10：外出先でのインターネットの利用充実場所】（複数回答）
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53.7
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公共施設（役所、図書館、公民館等）

百貨店、スーパー、量販店

公園

その他

不明
N = 216

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これを性別でみると、男性はどちらかと言えば様々な施設の充実を望んでいるが、女性に比

べ、「公共交通機関内」、「飲食店」で高く、逆に女性は「百貨店、スーパー、量販店」で高い。 
年代別では、「駅、空港、港」は年代が高いほど充実意向は高くなるが、30～50 歳代では「公

共交通機関内」、「宿泊施設」での意向が高い。 
職業別では、会社員や公務員は「宿泊施設」の充実意向が非常に高く、インターネット接続

は出張時には必須となっており、ホテル･旅館にとってインターネット接続の環境整備が求め

られている。 
 
 

回
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ス
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パ
ー
、

量
販
店

公
園

そ
の
他

不
明

216 75.0 44.0 78.7 33.8 53.7 11.1 2.8 3.7 3.2

男性 150 75.3 54.0 78.0 40.0 50.7 6.7 2.7 3.3 2.7

女性 65 73.8 20.0 80.0 20.0 60.0 21.5 3.1 4.6 4.6

10～20歳代 64 70.3 35.9 67.2 35.9 48.4 14.1 4.7 4.7 4.7

30歳代 70 74.3 45.7 84.3 37.1 51.4 7.1 0.0 4.3 2.9

40歳代 47 80.9 53.2 80.9 40.4 66.0 14.9 4.3 2.1 4.3

50歳代 29 75.9 48.3 89.7 13.8 48.3 10.3 0.0 3.4 0.0

60歳以上 6 83.3 16.7 66.7 16.7 66.7 0.0 16.7 0.0 0.0

会社員 151 75.5 48.3 79.5 37.7 53.0 9.3 2.0 4.6 4.0
公務員 19 63.2 26.3 100.0 36.8 63.2 26.3 5.3 0.0 0.0
団体職員 10 90.0 70.0 70.0 20.0 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0
家事専念 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
学生 12 66.7 33.3 41.7 25.0 33.3 0.0 8.3 8.3 0.0
パート 11 81.8 0.0 72.7 18.2 45.5 18.2 0.0 0.0 0.0
その他 12 75.0 50.0 91.7 16.7 50.0 8.3 8.3 0.0 8.3
無職 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【表1-14：外出先でのインターネットの利用充実場所（属性別）】（複数回答）

職
業
別

全体

性
別

年
齢
別

（％）
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（５）携帯電話・ＰＨＳの活用状況 
 

①携帯電話・ＰＨＳの利用機能 
 

携帯電話・PHS の日頃の利用機能は、「通話」（96.8％）、「電子メール」（92.3％）が突出し

ており、続いて「カメラ」（54.2％）、「ホームページ上のコンテンツ閲覧」（43.7％）となって

いる。殆どの人が通話機能を利用し、同時に友人等との電子メール交換や趣味でのホームペー

ジを閲覧するなど、インターネット利用が活発化していることがうかがえる。 
携帯電話・PHS による「ホームページ上のコンテンツ閲覧」は、先の家庭のパソコンによ

るコンテンツ閲覧である「プライベートや趣味の情報収集」、「仕事や勉強の情報収集」に比べ

て低いものの、40％強の人が利用していることは、携帯電話・PHS がパソコンと並ぶインタ

ーネット端末として主要な ICT 機器の位置を占めてきており、いつでも･どこでも・誰でもが

アクセスできる社会のインフラとなり得た感が強い。 
 

 【図1-11：携帯電話・ＰＨＳの利用機能】（複数回答）
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14.0
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54.2
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電子メール
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音楽視聴

ゲーム

カメラ

その他

不明 N = 931

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これを性別にみると、一般的に情報機器に比較的疎遠と言われている中高年の女性にも着実

に利用が拡大している。特に、「カメラ」、「電子メール」で若干女性の利用が高い傾向がみら

れるが、男女とも携帯電話・PHS の機能をフルに使っている。 
年代別では、各機能とも若い年代層ほど利用率が高いが、中高年齢層にも着実に浸透してい

る。特に、携帯電話・PHS の機能をフルに活用している層は 10～20 歳代で、「電子メール」、

「ホームページ上のコンテンツ閲覧」、「音楽視聴」、「ゲーム」、「カメラ」と多岐にわたりモバ

イル時代のパイオニア的役割を演じている。 
職業別では、「通話」は職業に関わりなく広く利用されているが、最もよく携帯電話・PHS

の機能を活用しているのは会社員や公務員で、若い 10～30 歳代と同様に様々な機能を利用し

ている。 
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回
答
者
数
（

携
帯
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
所
有
者
）

通
話

電
子
メ
ー

ル

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
上
の

コ
ン
テ
ン
ツ
閲
覧

音
楽
視
聴

ゲ
ー

ム

カ
メ
ラ

そ
の
他

不
明

931 96.8 92.3 43.7 14.0 17.0 54.2 1.2 1.5

男性 552 97.8 90.4 44.7 13.8 16.3 50.2 0.7 0.7

女性 377 95.2 95.0 41.9 14.3 17.5 60.2 1.9 2.7

10～20歳代 237 97.0 97.5 57.4 22.8 24.9 63.7 0.8 0.8

30歳代 329 97.3 95.7 45.0 13.1 19.1 59.3 1.2 1.2

40歳代 182 96.7 90.1 40.7 11.0 12.6 44.5 2.7 1.6

50歳代 144 97.9 88.9 31.9 8.3 9.0 44.4 0.0 0.7

60歳以上 39 87.2 53.8 7.7 2.6 0.0 35.9 0.0 10.3

会社員 677 98.1 93.1 47.0 16.1 17.4 56.3 1.3 0.9
公務員 79 96.2 96.2 49.4 13.9 20.3 55.7 0.0 1.3
団体職員 44 95.5 88.6 31.8 2.3 11.4 43.2 0.0 2.3
家事専念 20 80.0 75.0 20.0 0.0 5.0 35.0 0.0 15.0
学生 43 95.3 97.7 34.9 16.3 27.9 51.2 0.0 0.0
パート 39 89.7 84.6 33.3 0.0 12.8 48.7 5.1 7.7
その他 26 92.3 80.8 11.5 7.7 3.8 46.2 0.0 0.0
無職 3 100.0 100.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

職
業
別

全体

性
別

年
齢
別

【表1-15：携帯電話・ＰＨＳの利用機能（属性別）】（複数回答） （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②携帯電話・ＰＨＳでの電子メールの主な通信相手 
 

携帯電話・PHS での電子メールの主な通信相手を全体でみると、「友人・知人・恋人」（53.6％）、

「家族」（35.7％）などパーソナル利用がほぼ 90％を占めている。なお、「会社・取引関係者」

（9.9％）の利用は 10％程度であり、携帯電話・PHS のメール機能は、主な通信相手としては

まだまだビジネス利用には浸透していないことがうかがえる。 
 
 【図1-12：携帯電話・ＰＨＳでの電子メールの主な通信相手】（単一回答）

35.7%

53.6%

9.9%

0.8%

家族

友人・知人・恋人

会社・取引関係者

不明

携帯電話・ＰＨＳ
での電子メール

利用者
N = 859
100％
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これを性別にみると、女性は男性に比べ「友人・知人・恋人」（68.4％）が高く、交友関係

に積極的に利用している。逆に、男性は「家族」（41.5％）、「会社・取引関係者」（14.8％）な

ど家族とのコミュニケーションやビジネスに多く活用している。 
これを年代別にみると、「家族」や「会社・取引関係者」とのメール交換は年代が高くなる

ほど高く、逆に「友人・知人・恋人」は若い層ほど高い。 
職業別では、学生やパート等は「友人・知人・恋人」と、家事専念は「家族」とのコミュニ

ケーションに最もよく利用している。 
 

 

回
答
者
数

（

携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
電

子
メ
ー

ル
利
用
者
）

家
族

友
人
・
知
人
・
恋
人

会
社
・
取
引
関
係
者

そ
の
他

不
明

859 35.7 53.6 9.9 0.0 0.8
男性 499 41.5 42.9 14.8 0.0 0.8
女性 358 27.7 68.4 3.1 0.0 0.8
10～20歳代 231 16.5 78.8 3.0 0.0 1.7
30歳代 315 33.3 55.2 11.1 0.0 0.3
40歳代 164 49.4 36.0 14.0 0.0 0.6
50歳代 128 52.3 31.3 15.6 0.0 0.8
60歳以上 21 76.2 23.8 0.0 0.0 0.0
会社員 630 35.1 51.7 12.4 0.0 0.8
公務員 76 43.4 52.6 3.9 0.0 0.0
団体職員 39 35.9 56.4 5.1 0.0 2.6
家事専念 15 53.3 40.0 6.7 0.0 0.0
学生 42 16.7 81.0 0.0 0.0 2.4
パート 33 42.4 57.6 0.0 0.0 0.0
その他 21 33.3 61.9 4.8 0.0 0.0
無職 3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

年
齢
別

職
業
別

性
別

全体

【表1-16：携帯電話・ＰＨＳでの電子メールの主な通信相手（属性別）】（単一回答）

（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③携帯電話・ＰＨＳのホームページ閲覧内容 
 

携帯電話・PHS を介して閲覧するホームページコンテンツを全体でみると、 
 

・交通案内・時刻表案内 ...................................... 61.9％ 
・ニュース、天気予報 ......................................... 61.7％ 
・着メロ、着うたダウンロード ........................... 51.8％ 

 
が群を抜いて高くトップ 3 である。 
次いで「スポーツ情報」（23.8％)、「趣味情報（映画・音楽等）」（19.7％）、「画像、動画ダウ

ンロード」（17.2％）である。 
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携帯電話・PHS の多機能化が進み、音声だけでなく、データや文字、画像をも取り込める

総合的な情報端末となっており、音声情報や画像情報を積極的に取り込み、楽しみや娯楽のツ

ールとして日常生活に活用している。 
 

 【図1-13：携帯電話・ＰＨＳでのホームページ閲覧内容】（複数回答）

51.8

14.5

17.2

8.8

61.7

61.9

16.0

2.2

3.9

23.8

19.7
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8.4

5.4

7.6

1.5
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着メロ、着うたダウンロード

ゲームダウンロード

画像、動画ダウンロード

旅行情報

ニュース、天気予報

交通案内、時刻表案内

タウン情報、グルメ情報

ファッション情報、ショッピング情報

暮らしの情報

スポーツ情報

趣味（映画、音楽等）の情報

行政情報

掲示板

オークション

モバイルバンキング

その他
N　=　407

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを性別にみると、男性に比べ「着メロ、着うたダウンロード」、「趣味情報（映画・音楽

等）」は女性で高いが、逆に「ニュース、天気予報」、「スポーツ情報」は男性で高く、女性は

文字情報だけでなく音声情報や画像情報を積極的に取り込み活用している感が強い。 
年代別では、「ニュース、天気予報」は年代が高くなるほど閲覧率は高いが、10～20 歳代を

中心に「着メロ、着うたダウンロード」、「ゲームダウンロード」、「画像、動画ダウンロード」、

「趣味情報」などは若い年代で高く、携帯電話・PHS の機能をフルに活用し“楽しみ・娯楽”

のツールとして日常生活に活かしている。しかし、30～40 歳代になると「着メロ、着うたダ

ウンロード」や「趣味情報」、「スポーツ情報」など娯楽系だけでなく「ニュース、天気予報」、

「オークション」、「モバイルバンキング」の閲覧率が高くなる。 
職業別では、会社員や公務員、団体職員など勤め人は、「スポーツ情報」、「ニュース、天気

予報」、「交通案内・時刻表案内」、「モバイルバンキング」などの閲覧率が高い。逆に、学生は

「着メロ、着うたダウンロード」、「ゲームダウンロード」、「画像、動画ダウンロード」など娯

楽系コンテンツを、家事専念は「趣味情報」や「タウン情報、グルメ情報」の地域情報のウエ

イトが高い。 
 

 
 

 30



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回
答
者
数

（

携
帯
電
話
等
で
コ
ン

テ
ン
ツ
閲
覧
者
）

着
メ
ロ
、

着
う
た
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド

ゲ
ー

ム
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド

画
像
、

動
画
ダ
ウ
ン

ロ
ー

ド

旅
行
情
報

ニ
ュ
ー

ス
、

天
気
予
報

交
通
案
内
、

時
刻
表
案

内 タ
ウ
ン
情
報
、

グ
ル
メ

情
報

フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン
情
報
、

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
情
報

暮
ら
し
の
情
報

ス
ポ
ー

ツ
情
報

趣
味
（

映
画
、

音
楽

等
）

の
情
報

行
政
情
報

掲
示
板

オ
ー

ク
シ
ョ

ン

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ

そ
の
他

407 51.8 14.5 17.2 8.8 61.7 61.9 16.0 2.2 3.9 23.8 19.7 1.5 8.4 5.4 7.6 1.5

男性 247 40.9 13.0 17.4 10.9 70.9 62.3 12.1 2.0 5.7 32.0 17.4 1.2 8.9 6.5 9.3 2.0

女性 158 68.4 15.8 17.1 5.7 48.1 61.4 21.5 2.5 1.3 10.8 23.4 1.9 7.6 3.8 5.1 0.6

10～20歳代 136 67.6 20.6 26.5 3.7 52.9 64.0 16.2 2.9 0.7 14.7 18.4 1.5 12.5 5.1 5.1 0.7

30歳代 148 48.6 14.9 14.2 13.5 64.2 62.2 15.5 1.4 5.4 29.1 25.7 0.7 6.1 4.7 7.4 1.4

40歳代 74 50.0 9.5 12.2 6.8 68.9 55.4 17.6 4.1 4.1 28.4 13.5 2.7 6.8 9.5 10.8 2.7

50歳代 46 21.7 4.3 8.7 10.9 69.6 65.2 15.2 0.0 6.5 23.9 15.2 2.2 6.5 2.2 10.9 2.2

60歳以上 3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

会社員 318 51.9 11.9 16.4 9.4 65.7 63.2 16.7 2.5 4.1 24.2 18.9 1.3 9.1 5.7 7.2 1.6

公務員 39 53.8 15.4 15.4 5.1 53.8 59.0 15.4 2.6 0.0 30.8 35.9 5.1 5.1 5.1 10.3 2.6

団体職員 14 50.0 21.4 0.0 7.1 64.3 57.1 14.3 0.0 7.1 28.6 14.3 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0

家事専念 4 50.0 0.0 25.0 25.0 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

学生 15 60.0 53.3 46.7 0.0 46.7 60.0 6.7 0.0 0.0 6.7 6.7 0.0 13.3 0.0 0.0 0.0

パート 13 46.2 23.1 30.8 7.7 30.8 53.8 15.4 0.0 15.4 15.4 15.4 0.0 7.7 0.0 7.7 0.0

その他 3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

無職 1 0.0 100 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【表1-17：携帯電話・ＰＨＳでのホームページ閲覧内容（属性別）】（複数回答）

職
業
別

全体

性
別

年
齢
別

（％）
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（６）今後利用したいＩＣＴ機器 
 
今後、新たに利用したい ICT 機器を全体で見ると、 
 

・デジタルテレビ................................................. 48.6％ 
・カーナビ ........................................................... 25.1％ 
・インターネットもできるテレビ........................ 21.3％ 

 
がトップ 3 で、パソコンや携帯電話・PHS が普及していることにも関係するが、今回の調査

対象者の関心事項はデジタルテレビなどの放送系に移行している。 
 

【図1-14：今後利用したいＩＣＴ機器】（複数回答）
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0
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これを性別にみると、女性に比べ「デジタルテレビ」、「PDA」は男性で高い。 
年代別では殆ど差はみられないが、「デジタルテレビ」は 40～60 歳以上で他の年代より若干

高い傾向がうかがえる。 
職業別では、職業間に殆ど差はないが、学生で「カーナビ」の購入予定者が若干多い。 
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回
答
者
数

パ
ソ
コ
ン

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ Ｐ
Ｄ
Ａ

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｌ
モ
ー

ド
対
応
電

話 デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

も
で
き
る
テ
レ
ビ

カ
ー

ナ
ビ

そ
の
他

特
に
な
い

961 5.4 2.4 11.9 4.8 2.4 48.6 21.3 25.1 0.4 23.3

男性 571 3.7 2.5 15.4 2.6 2.1 52.2 19.1 27.5 0.7 21.2

女性 388 8.0 2.3 6.7 8.0 2.8 43.6 24.7 21.1 0.0 26.5

10～20歳代 243 6.2 2.5 11.9 5.8 1.6 44.9 22.2 29.6 0.4 23.0

30歳代 339 3.2 0.6 10.9 4.7 1.2 48.1 18.0 22.1 0.6 28.6

40歳代 190 7.4 4.7 11.1 4.7 4.2 51.6 24.2 24.2 0.5 18.9

50歳代 148 6.1 2.0 14.9 3.4 4.7 50.0 23.0 25.7 0.0 17.6

60歳以上 41 7.3 7.3 12.2 4.9 0.0 56.1 24.4 24.4 0.0 22.0

会社員 697 6.0 1.7 12.9 4.9 2.6 47.1 21.1 25.8 0.3 23.1
公務員 81 3.7 1.2 13.6 2.5 3.7 49.4 23.5 21.0 2.5 19.8
団体職員 47 4.3 4.3 8.5 4.3 0.0 66.0 23.4 25.5 0.0 19.1
家事専念 20 0.0 5.0 5.0 0.0 0.0 50.0 20.0 10.0 0.0 30.0
学生 44 4.5 6.8 9.1 2.3 2.3 52.3 20.5 31.8 0.0 20.5
パート 42 2.4 2.4 4.8 7.1 2.4 50.0 11.9 23.8 0.0 35.7
その他 27 3.7 7.4 3.7 11.1 0.0 40.7 33.3 18.5 0.0 29.6
無職 3 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 100.0 33.3 33.3 0.0 0.0

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

【表1-18：今後利用したいＩＣＴ機器（属性別）】（複数回答） （％）
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２．ユビキタスネット社会について 

 

（１）「ユビキタスネット社会」の認知度 
 

ユビキタスネット社会について見聞きしたことのある人を全体でみると、「よく見聞きする

～見聞きしたことがある」のレベルでみると、86.6％とほぼ 90％の人が程度に差はあるが見聞

きした経験を持っている。特に、「よく見聞きする」（45.3％）が最も高く過半数に迫る勢いで

ある。 
 

 【図2-1：「ユビキタスネット社会」の言葉の認知度】（単一回答）

45.3%

24.7%

16.6%

0.2%

13.2%

よく見聞きする

時々見聞きする

見聞きしたことがある

見聞きしたことはない

不明

全体
N = 961
100％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これを性別に「よく見聞きする～見聞きしたことがある」のレベルでみると、男性 93.5％、

女性 76.3％と男性で高い。特に、男性の「よく見聞きする」は 57.1％に達する。逆に、女性

では「見聞きしたことはない」が 23.2％と多い。 
年代別では、「よく見聞きする～見聞きしたことがある」人は、40～60 歳以上で多く、特に

「よく見聞きする」は 40～50 歳代で 55％前後に達する。逆に、10～30 歳代では「時々見聞

きする」、「見聞きしたことがある」が多い。 
職業別では、「よく見聞きする～見聞きしたことがある」人は、会社員、公務員、団体職員

で多く、逆に「見聞きしたことはない」は家事専念、学生、パート等に多い。 
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回
答
者
数

よ
く
見
聞
き
す
る

時
々
見
聞
き
す
る

見
聞
き
し
た
こ
と

が
あ
る

見
聞
き
し
た
こ
と

は
な
い

不
明

961 45.3 24.7 16.6 13.2 0.2

男性 571 57.1 24.0 12.4 6.5 0.0

女性 388 27.6 25.8 22.9 23.2 0.5

10～20歳代 243 34.2 22.2 21.8 21.8 0.0

30歳代 339 45.4 29.5 12.4 12.4 0.3

40歳代 190 52.1 20.0 18.9 8.4 0.5

50歳代 148 56.1 25.0 11.5 7.4 0.0

60歳以上 41 39.0 19.5 29.3 12.2 0.0

会社員 697 47.5 25.4 16.6 10.3 0.1
公務員 81 51.9 27.2 11.1 9.9 0.0
団体職員 47 53.2 21.3 19.1 6.4 0.0
家事専念 20 0.0 25.0 30.0 45.0 0.0
学生 44 38.6 18.2 9.1 34.1 0.0
パート 42 19.0 23.8 26.2 28.6 2.4
その他 27 44.4 18.5 11.1 25.9 0.0
無職 3 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

年
齢
別

職
業
別

性
別

全体

【表2-1：「ユビキタスネット社会」の言葉の認知度（属性別）】（単一回答）

（％） 
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（２）「ユビキタスネット社会」のサービス利用状況 
 

①ユビキタスネット・サービスの利用経験 
 

現在、先行してサービスが提供されているユビキタスネット・サービスの利用経験をみると、 
 

＜現在利用＞ ＜以前に利用＞ ＜計＞ 
・携帯端末による道案内・観光案内サービス.......... 11.6％............ 12.0％ ......... 23.6％ 
・電子タグ、二次元バーコードを利用したサービス .......  5.9％ ...........  6.8％ ......... 12.7％ 
・GPS 機能付携帯端末による位置情報探索サービス .....  4.2％ ...........  7.1％ ......... 11.3％ 
・IC カード機能搭載型携帯電話..............................  4.9％ ...........  0.1％ ........... 5.0％ 
・センサー等を使った遠隔監視サービス .................  2.4％ ...........  0.9％ ........... 3.3％ 

 
であり、“現在、利用している”は、「携帯端末による道案内・観光案内サービス」のみ 10％
以上であり、他のサービスは 6％以下と、サービスとしては黎明期の段階である。 
 また、“以前に利用”が、「携帯端末による道案内・観光案内サービス」（12.0％）、「GPS 機

能付携帯端末による位置情報探索サービス」（7.1％）、「電子タグ、二次元バーコードを利用し

たサービス」（6.8％）と、何らかの要因によりサービスを中止した人が多いことからも、まだ

まだ社会に浸透していないサービスであることがうかがえる。 
 

【図2-2：ユビキタスネット・サービスの利用経験】（単一回答）
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0.9

1.1

0.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICカード機能搭載携帯

位置情報探索ｻｰﾋﾞｽ

道案内・観光案内ｻｰﾋﾞｽ

遠隔監視ｻｰﾋﾞｽ

電子タグ利用ｻｰﾋﾞｽ

現在利用している 以前、利用したことがある 利用したことはない 不明

N=961

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性別では、どのサービスもあまり差はない。 
年代別で見ると、「IC カード機能搭載型携帯電話」及び「電子タグ、二次元バーコードを利

用したサービス」は 10～20 歳代で、「GPS 機能付携帯端末による位置情報探索サービス」は

40 歳代で、また、「センサー等を使った遠隔監視サービス」は 60 歳以上で多い。 
職業別では、会社員、団体職員が「携帯端末による道案内・観光案内サービス」を、家事専

念が「GPS 機能付携帯端末による位置情報探索サービス」を良く利用している。 
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現
在
利
用
し
て
い

る 以
前
、

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

不
明

現
在
利
用
し
て
い

る 以
前
、

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

不
明

現
在
利
用
し
て
い

る 以
前
、

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

不
明

961 4.9 0.1 94.1 0.9 4.2 7.1 87.8 0.9 11.6 12.0 75.3 1.1

男性 571 5.1 0.2 94.0 0.7 4.4 9.6 85.3 0.7 13.7 14.4 71.3 0.7

女性 388 4.4 0.0 94.3 1.3 3.9 3.4 91.5 1.3 8.5 8.2 81.4 1.8

10～20歳代 243 7.8 0.4 91.8 0.0 4.1 6.2 89.7 0.0 11.9 12.8 74.9 0.4

30歳代 339 3.5 0.0 95.9 0.6 2.9 7.1 89.4 0.6 11.2 12.4 75.8 0.6

40歳代 190 5.8 0.0 94.2 0.0 7.9 6.8 85.3 0.0 14.7 13.2 72.1 0.0

50歳代 148 3.4 0.0 92.6 4.1 2.7 10.1 83.1 4.1 7.4 11.5 76.4 4.7

60歳以上 41 0.0 0.0 97.6 2.4 2.4 2.4 92.7 2.4 12.2 0.0 85.4 2.4

会社員 697 4.6 0.1 94.3 1.0 5.0 8.8 85.2 1.0 14.1 13.6 71.2 1.1

公務員 81 6.2 0.0 93.8 0.0 0.0 2.5 97.5 0.0 3.7 7.4 88.9 0.0

団体職員 47 8.5 0.0 89.4 2.1 0.0 2.1 95.7 2.1 10.6 4.3 83.0 2.1

家事専念 20 0.0 0.0 100.0 0.0 10.0 0.0 90.0 0.0 5.0 5.0 90.0 0.0

学生 44 4.5 0.0 95.5 0.0 4.5 2.3 93.2 0.0 4.5 11.4 84.1 0.0

パート 42 7.1 0.0 92.9 0.0 2.4 0.0 97.6 0.0 2.4 4.8 90.5 2.4

その他 27 0.0 0.0 96.3 3.7 0.0 11.1 85.2 3.7 3.7 14.8 77.8 3.7

無職 3 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

現
在
利
用
し
て
い

る 以
前
、

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

不
明

現
在
利
用
し
て
い

る 以
前
、

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

不
明

961 2.4 0.9 95.7 0.9 5.9 6.8 85.7 1.6

男性 571 2.8 1.1 95.4 0.7 6.3 8.1 84.6 1.1

女性 388 1.8 0.5 96.4 1.3 5.4 4.6 87.6 2.3

10～20歳代 243 1.2 1.2 97.5 0.0 10.3 9.5 79.0 1.2

30歳代 339 2.9 0.6 95.9 0.6 5.3 6.8 86.7 1.2

40歳代 190 2.6 1.1 96.3 0.0 5.8 6.3 87.9 0.0

50歳代 148 1.4 1.4 93.2 4.1 2.0 2.7 90.5 4.7

60歳以上 41 7.3 0.0 90.2 2.4 0.0 7.3 90.2 2.4

会社員 697 2.3 1.0 95.7 1.0 5.5 6.5 86.4 1.7

公務員 81 2.5 1.2 96.3 0.0 7.4 14.8 77.8 0.0

団体職員 47 4.3 0.0 93.6 2.1 10.6 6.4 80.9 2.1

家事専念 20 5.0 0.0 95.0 0.0 0.0 5.0 95.0 0.0

学生 44 0.0 0.0 100.0 0.0 6.8 2.3 90.9 0.0

パート 42 4.8 0.0 95.2 0.0 4.8 7.1 88.1 0.0

その他 27 0.0 3.7 92.6 3.7 7.4 0.0 85.2 7.4

無職 3 0.0 0.0 100.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0

性
別

年
代
別

携帯端末による道案内・
観光案内サービス

職
業
別

センサー等を使った
遠隔監視サービス

電子タグ、二次元バーコード
を利用したサービス

回
答
者
数

【表2-2：ユビキタスネット・サービスの利用経験（属性別）】（単一回答）

全体

性
別

年
代
別

職
業
別

回
答
者
数

ＩＣカード機能搭載型
携帯電話

GPS機能付携帯端末による
位置情報探索サービス

全体

（％）
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②ユビキタスネット・サービスの利用満足度 

 
ユビキタスネット・サービスの利用満足度は、下記の通り「非常に満足～ほぼ満足」ではい

ずれも高い結果となっている。 
 

＜非常に満足＞  ＜ほぼ満足＞ ＜計＞ 
・電子タグ、二次元バーコードを利用したサービス .......  6.6％ .............. 66.4％ .......... 73.0％ 
・IC カード機能搭載型携帯電話 ..............................  8.3％ .............. 64.6％ .......... 72.9％ 
・GPS 機能付携帯端末による位置情報探索サービス ..... 12.0％ .............. 57.4％ .......... 69.4％ 
・携帯端末による道案内・観光案内サービス.......... 12.8％ .............. 52.7％ .......... 65.5％ 
・センサー等を使った遠隔監視サービス ...................6.3％ ............... 40.6％ .......... 46.9％ 

 
 
 

【図2-3：ユビキタスネット・サービスの利用満足度】（単一回答）

8.3

12.0

12.8

6.3

6.6

64.6

57.4

52.7

40.6

66.4

20.8

26.9

26.5

40.6

18.9

5.8

4.1

9.4

4.1

3.1

1.9

6.3

2.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICカード機能搭載携帯

位置情報探索ｻｰﾋﾞｽ

道案内・観光案内ｻｰﾋﾞｽ

遠隔監視ｻｰﾋﾞｽ

電子タグ利用ｻｰﾋﾞｽ

非常に満足している ほぼ満足している 多少不満がある 非常に不満 不明

N=48

N=108

N=226

N=32

N=122

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

属性別で見ると、サービス内容によっては母数（利用経験者）が少なく、信頼性が多少は劣

るが、概ね以下のような傾向がうかがえる。 
性別では、「IC カード機能搭載型携帯電話」と「電子タグ、二次元バーコードを利用したサ

ービス」で女性の満足度が高い。逆に「センサー等を使った遠隔監視サービス」は男性で高く、

女性は利用経験者が極端に少ないものの、11.1％と 1 割の人が“非常に不満”としている。 
年代別では、若い世代の方が、携帯電話等の携帯端末を利用したサービスにおいては、満足

度が高い。 
なお、利用者の満足・不満足の具体的な点（自由記述）は【表 2-4】の通りである。 
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回
答
者
数

（

利
用
経
験
あ
り
）

非
常
に
満
足
し
て
い

る ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

多
少
不
満
が
あ
る

非
常
に
不
満

不
明

回
答
者
数

（

利
用
経
験
あ
り
）

非
常
に
満
足
し
て
い

る ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

多
少
不
満
が
あ
る

非
常
に
不
満

不
明

48 8.3 64.6 20.8 6.3 0.0 108 12.0 57.4 26.9 1.9 1.9

男性 30 6.7 56.7 30.0 6.7 0.0 80 12.5 53.8 28.8 2.5 2.5

女性 17 11.8 76.5 5.9 5.9 0.0 28 10.7 67.9 21.4 0.0 0.0

10～20歳代 20 5.0 65.0 20.0 10.0 0.0 25 20.0 68.0 12.0 0.0 0.0

30歳代 12 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 34 8.8 64.7 23.5 0.0 2.9

40歳代 11 0.0 81.8 9.1 9.1 0.0 28 17.9 39.3 39.3 3.6 0.0

50歳代 5 0.0 60.0 40.0 0.0 0.0 19 0.0 63.2 36.8 0.0 0.0

60歳以上 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

回
答
者
数

（

利
用
経
験
あ
り
）

非
常
に
満
足
し
て
い

る ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

多
少
不
満
が
あ
る

非
常
に
不
満

不
明

回
答
者
数

（

利
用
経
験
あ
り
）

非
常
に
満
足
し
て
い

る ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

多
少
不
満
が
あ
る

非
常
に
不
満

不
明

226 12.8 52.7 26.5 5.8 2.2 32 6.3 40.6 40.6 3.1 9.4

男性 160 14.4 48.8 28.8 5.6 2.5 22 9.1 40.9 45.5 0.0 4.5

女性 65 9.2 63.1 20.0 6.2 1.5 9 0.0 33.3 33.3 11.1 22.2

10～20歳代 60 15.0 55.0 21.7 3.3 5.0 6 0.0 33.3 50.0 0.0 16.7

30歳代 80 16.3 51.3 26.3 3.8 2.5 12 8.3 50.0 25.0 8.3 8.3

40歳代 53 13.2 54.7 22.6 9.4 0.0 7 0.0 42.9 42.9 0.0 14.3

50歳代 28 0.0 50.0 42.9 7.1 0.0 4 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0

60歳以上 5 0.0 40.0 40.0 20.0 0.0 3 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0

回
答
者
数

（

利
用
経
験
あ
り
）

非
常
に
満
足
し
て
い

る ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る

多
少
不
満
が
あ
る

非
常
に
不
満

不
明

122 6.6 66.4 18.9 4.1 4.1

男性 82 6.1 56.1 25.6 6.1 6.1

女性 39 7.7 89.7 2.6 0.0 0.0

10～20歳代 48 8.3 66.7 16.7 2.1 6.3

30歳代 41 7.3 68.3 19.5 0.0 4.9

40歳代 23 4.3 65.2 13.0 17.4 0.0

50歳代 7 0.0 42.9 57.1 0.0 0.0

60歳以上 3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

GPS機能付携帯端末による
位置情報探索サービス

全体

全体

性
別

年
代
別

全体

性
別

ＩＣカード機能搭載型携帯電話

年
代
別

性
別

年
代
別

【表2-3：ユビキタスネット・サービスの利用満足度（属性別）】（単一回答）

電子タグ、二次元バーコード
を利用したサービス

携帯端末による道案内・観光案内サービス センサー等を使った遠隔監視サービス

（％）
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がない時に便利 2 便利で、使いやすい 2 地図が正確 2

現金を持ち歩かなくてすむ 2 表示が正確で、地図が新しい 2 現在位置の確認が便利 2

決済に便利 2 操作が簡単で手軽でよい 1 行き先の内容がわかるようになる 1

持ち歩くものがまとめられる 1 処理時間が長すぎる 6 操作が簡単 1

できる店舗が増えてきた 1 料金が高くつく 4 位置情報の精度が高い 1

店舗が少ない 3 画面が小さい 2 カーナビが不要となるほど高機能 1

手続きが面倒 1 操作が面倒くさい 2 ナビゲーション機能が便利 1

位置が不正確 1 操作性、速度ともに耐えられる範囲 1

使えない場所が多い 1 情報表示まで時間がかかる 5

向きの変更に地図がついてこない 1 料金が高い 5

画面が小さい 4

無料でサービスをしてほしい 3

内容説明がわかりにくい 3

容量に制限がある 2

精度が悪い 2

移動中に使えない場所がある 1

目的地設定に手間取る 1

加入手続きが面倒 1

センサー等による
遠隔監視サービス

頻度
電子タグ・二次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

を利用したサービス
頻度

中安心できる 1 レジでの会計が早い 1

での利用価値が大きい 1 航空券の発券は簡単 1

勝手がよくない 1 バーコードを読み込まない時がある 3

が少々小さい 1 ＵＲＬの入力が省ける 2

二次元バーコードの機能を活かし
きっていない

1

動作が不安定 1

コード面積が大きく、紙面構成が少
なくなる

1

料金が高い 1

利用頻度が少ない 1

電子タグとの距離が長くても読みと
れるように

1

情報の信憑性に疑問があり、費用対
効果は低い

1

【表2-4：ユビキタスネット・サービスの満足な点・不満な点】（自由記入） 
 
 小銭

 
 
 
小額

 常備

 利用

 利用

 開始

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 旅行

 仕事

 使い

 画面

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＣカード機能搭載型
携帯電話 頻度

ＧＰＳ機能付携帯端末による
位置情報検索サービス 頻度

携帯端末による道案内・
観光案内サービス 頻度
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③既存のユビキタスネット・サービス非利用者の意向 

 
先行するユビキタスネット･サービス非利用経験者の今後の利用意向を全体でみると、「携帯

端末による道案内・観光案内サービス」（65.2％）、「ＩＣカード機能搭載型携帯電話」（50.0％）、

「GPS 機能付携帯端末による位置情報探索サービス」（48.6％）がほぼ 50～65％で利用意向が

高く、携帯端末によるサービスの潜在ニーズの高さがうかがえる。逆に、「電子タグ、二次元

バーコードを利用したサービス」、「センサー等を使った遠隔監視サービス」は“不明”とする

人がほぼ 40～50％と多い。 
 

 【図2-4：既存のユビキタスネット・サービス非利用者の意向】（単一回答）

50.0

48.6

65.2

42.4

37.0

24.4

18.6

11.2

17.9

15.5

25.6

32.9

23.6

39.7

47.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICカード機能搭載携帯

位置情報探索ｻｰﾋﾞｽ

道案内・観光案内ｻｰﾋﾞｽ

遠隔監視ｻｰﾋﾞｽ

電子タグ利用ｻｰﾋﾞｽ

利用してみたい 利用したくない 不明

N = 904

N = 844

N = 714

N = 920

N = 824

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを性別にみると、「ＩＣカード機能搭載型携帯電話」、「電子タグ、二次元バーコードを

利用したサービス」は女性に比べ男性で利用意向が高い。また、「電子タグ、二次元バーコー

ドを利用したサービス」、「センサー等を使った遠隔監視サービス」は男女とも“不明”が多く

利用効果や利便性など未経験分野だけに評価が難しかったことがうかがえる。 
年代別では、各サービスとも 10～50 歳代で利用意向が高く、60 歳以上では“不明”が多い。 
職業別では、各サービスで会社員や公務員の利用意向が高いが、家事専念やパート等は“不

明”が多い。 
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回
答
者
数

（

非
利
用
者
）

利
用
し
て
み
た
い

利
用
し
た
く
な
い

不
明

回
答
者
数

（

非
利
用
者
）

利
用
し
て
み
た
い

利
用
し
た
く
な
い

不
明

回
答
者
数

（

非
利
用
者
）

利
用
し
て
み
た
い

利
用
し
た
く
な
い

不
明

904 50.0 24.4 25.6 844 48.6 18.6 32.9 724 65.2 11.2 23.6

男性 537 56.4 20.7 22.9 487 50.5 19.3 30.2 407 65.1 13.0 21.9

女性 366 40.7 29.8 29.5 355 45.6 17.7 36.6 316 65.2 8.9 25.9

10～20歳代 223 48.4 30.9 20.6 218 48.6 20.6 30.8 182 68.7 13.2 18.1

30歳代 325 49.8 21.5 28.6 303 48.2 16.8 35.0 257 63.8 7.4 28.8

40歳代 179 55.9 25.7 18.5 162 58.0 17.3 24.7 137 64.2 15.3 20.4

50歳代 137 48.9 21.2 29.9 123 37.4 22.8 39.9 113 63.7 13.3 23.1

60歳以上 40 37.5 17.5 45.0 38 47.4 13.2 39.5 35 65.7 5.7 28.6

会社員 657 53.7 23.0 23.3 594 49.8 16.8 33.3 496 67.3 10.9 21.8

公務員 76 52.6 28.9 18.4 79 51.9 22.8 25.3 72 68.1 11.1 20.8

団体職員 42 38.1 26.2 35.7 45 46.7 15.6 37.8 39 61.5 10.3 28.2

家事専念 20 20.0 15.0 65.0 18 44.4 11.1 44.4 18 38.9 0.0 61.1

学生 42 40.5 28.6 31.0 41 36.6 34.1 29.2 37 56.8 21.6 21.6

パート 39 28.2 33.3 38.5 41 39.0 26.8 34.1 38 65.8 7.9 26.3

その他 26 42.3 34.6 23.1 23 52.2 17.4 30.4 21 57.1 14.3 28.5

無職 2 0.0 0.0 100.0 3 33.3 33.3 33.3 3 0.0 33.3 66.6

回
答
者
数

（

非
利
用
者
）

利
用
し
て
み
た
い

利
用
し
た
く
な
い

不
明

回
答
者
数

（

非
利
用
者
）

利
用
し
て
み
た
い

利
用
し
た
く
な
い

不
明

920 42.4 17.9 39.7 824 37.0 15.5 47.4

男性 545 42.8 18.3 38.9 483 42.0 14.7 43.3

女性 374 42.0 17.4 40.7 340 30.0 16.5 53.6

10～20歳代 237 41.4 20.7 38.0 192 39.1 21.9 39.0

30歳代 325 41.8 16.6 41.6 294 38.4 11.9 49.6

40歳代 183 47.5 18.0 34.4 167 36.5 15.0 48.5

50歳代 138 42.0 15.9 42.0 134 36.6 14.2 49.3

60歳以上 37 29.7 18.9 51.3 37 18.9 18.9 62.1

会社員 667 43.2 17.5 39.2 602 38.4 15.3 46.4

公務員 78 50.0 14.1 35.9 63 42.9 14.3 42.9

団体職員 44 38.6 20.5 40.9 38 28.9 15.8 55.3

家事専念 19 26.3 10.5 63.2 19 15.8 5.3 78.9

学生 44 31.8 27.3 40.9 40 32.5 27.5 40.0

パート 40 27.5 25.0 47.5 37 27.0 16.2 56.8

その他 25 64.0 12.0 24.0 23 43.5 13.0 43.5

無職 3 0.0 33.3 66.6 2 0.0 0.0 100.0

【表2-5：既存のユビキタスネット・サービス非利用者の意向（属性別）】（単一回答）

全体

性
別

年
代
別

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

携帯端末による道案内・
観光案内サービス

センサー等を使った
遠隔監視サービス

職
業
別

電子タグ、二次元バーコード
を利用したサービス

ＩＣカード機能搭載型
携帯電話

GPS機能付携帯端末による
位置情報探索サービス

（％）
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（３）今後の「ユビキタスネット社会」の想定サービス 
 

①今後のユビキタスネット・サービスの利用意向 
 

有料でも利用したいユビキタスネット・サービスは、「子供や独居老人の所在確認、危険通

知」（37.6％）、「海外旅行での翻訳等案内サービス」（27.6％）、「近隣病院での専門医の遠隔相

談」（27.4％）、「電子申請」（20.4％）が 20％以上で高く、社会のインフラとしての必要性を指

摘している。 
しかし、これを“有料でも利用～無料なら利用”のレベルでみると、下記の通り「電子申請」

（91.3％）、「電子カルテの導入」（89.0％）、「移動中継端末での周辺情報等の入手」（87.2％）、

「外出先からの家電機器等の遠隔操作」（85.6％）が 90％前後でトップ 4 を占めているが、“無

料なら利用”のウエイトが 70％以上占めており、これらのサービスは生活の利便性向上に必

要ではあるが無料が妥当であると評している。 
 

＜有料でも利用＞ ＜無料なら利用＞ ＜計＞ 
・インターネットによる電子申請........................ 20.4％ ............... 70.9％ ........... 91.3％ 
・電子カルテの導入 ............................................. 17.3％ ............... 71.7％ ........... 89.0％ 
・移動中携帯端末での周辺情報等の入手 ............. 12.3％ ............... 74.9％ ........... 87.2％ 
・外出先からの家電機器等の遠隔操作 ................ 11.9％ ............... 73.7％ ........... 85.6％ 
・海外旅行での翻訳等案内サービス .................... 27.6％ ............... 57.4％ ........... 85.0％ 
・子供や独居老人の所在確認、危険通知 ............. 37.6％ ............... 44.8％ ........... 82.4％ 
・近隣病院での専門医の遠隔相談........................ 27.4％ ............... 54.8％ ........... 82.2％ 

 
これを性別にみると、女性に比べ男性は「子供や独居老人の所在確認、危険通知」、「買物代

金の出口での自動引き落とし」、「車の自動運転サポート機能」、「移動中の携帯端末でのデジタ

ルテレビ視聴」のサービスで高い。一方、女性が無駄なサービスと手厳しい評価を下している

のは「買物代金の出口での自動引き落とし」、「移動中のデジタルテレビ視聴」で“必要ない”

が 40％弱と高い。 
年代別では、10～40 歳代では「子供や独居老人の所在確認、危険通知」、「移動中携帯端末

での周辺情報等の入手」は“有料でも利用”が高いが、50 歳以上になると“無料なら利用”

が多くなる。逆に、「外出先からの家電機器等の遠隔操作」、「外出先での安全な経路探索」は

40 歳以上では“有料でも利用”が多いが、10～30 歳代は“無料なら利用”が多い。 
また、「車の自動運転サポート機能」、「近隣病院での専門医の遠隔相談」は、60 歳以上で他

の年代より若干低い。一方、「電子カルテの導入」は年代が高くなるほど“有料でも利用”が

高く、逆に「海外旅行での翻訳等案内サービス」は若い年代ほど“有料でも利用”が高くなる。 
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 【図2-5：今後のユビキタスネット・サービスの利用意向】(単一回答）

11.9

37.6

7.4

6.8

15.9

17.3

27.4

20.4

27.6

12.3

6.0

73.7

44.8

57.8

59.5

58.2

67.7

71.7

54.8

70.9

57.4

74.9

58.5

11.8

10.0

26.3

27.5

15.9

18.0

4.1

7.4

10.0

8.1

28.9

8.0

8.5

6.2

10.0

10.3

7.0

10.4

5.0

6.5

4.0

4.4

4.4

4.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先からの家電機器等の遠隔操作

子供や独居老人の所在確認、危険通知

外出先での安心な経路探索

買物代金の出口での自動引き落とし

車の自動運転サポート機能

電子タグ等による商品情報入手

電子カルテの導入

近隣病院での専門医の遠隔相談

インターネットによる電子申請

海外旅行での翻訳等案内サービス

移動中携帯端末での周辺情報等の入手

移動中の携帯端末でのデジタルテレビ視聴

有料でも利用したい 無料であれば利用しても良い 必要ない わからない

N=961

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他のユビキタスネット・サービス 頻度 他のユビキタスネット・サービス 頻度

電子投票 2 電子医療相談や電子診察 1

災害時に自動的退避場所の案内 2 ＩＣカード決済 1

入退室管理 1 各国の通貨建てで決済できるお財布ｹｰﾀｲ 1

ステータス自動管理 1 老人・幼児等の救急医療、防犯に活用 1

災害時に自動に支援物資配給案内 1 病院の予約 1

災害時の生存確認 1 カメラ（映像・動画）付き携帯での電話会議 1

留守宅の防犯通知 1 英会話教室 1

外出先から家の中の様子を好きな時に見れる 1 海外で国内と同じテレビ番組が見れる 1

定期券の電子購入 1 携帯電話で最短コースを案内できる 1

交通機関の支払いが、全てｹｰﾀｲからの支払い 1 盲人案内サービスの提供 1

役所への届出・証明書発行の電子化 1 観光サービス 1

市町村ニュースの自動配信 1

【表2-6：望まれる他のユビキタスネット・サービス】（自由記入）
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代

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性
別

 
 年

 別

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

961 11.9 73.7 11.8 2.7 37.6 44.8 10.0 8.0 7.4 57.8 26.3 8.5 6.8 59.5 27.5 6.2

男性 571 11.4 72.9 12.6 3.2 37.5 49.0 7.9 5.6 8.9 57.3 25.6 8.2 8.6 64.4 21.0 5.9

女性 388 12.6 74.7 10.6 2.1 37.6 38.7 13.1 10.6 5.2 58.5 27.3 9.0 4.1 52.3 36.9 6.7

10～20歳代 243 9.9 76.1 12.8 1.2 35.8 41.2 14.4 8.6 7.4 56.8 30.0 5.8 8.2 53.5 33.7 4.5

30歳代 339 8.8 78.5 9.1 3.6 39.5 44.8 8.6 7.1 4.1 61.7 24.2 10.0 6.5 61.9 23.6 8.0

40歳代 190 18.9 66.8 13.2 1.1 45.3 43.7 6.3 4.7 7.9 56.3 31.1 4.7 6.3 61.6 28.9 3.2

50歳代 148 14.9 70.9 10.8 3.4 31.1 50.0 10.1 8.8 12.8 56.8 16.9 13.5 6.8 61.5 25.0 6.8

60歳以上 41 4.9 61.0 24.4 9.8 19.5 53.7 12.2 14.6 12.2 41.5 34.1 12.2 2.4 58.5 24.4 14.6

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
な
ら
利
用
す

る 必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

961 15.9 58.2 15.9 10.0 4.0 67.7 18.0 10.3 17.3 71.7 4.1 7.0 27.4 54.8 7.4 10.4

男性 571 19.6 60.9 13.5 6.0 4.9 68.5 18.6 8.1 19.3 70.9 4.0 5.8 27.5 54.5 7.5 10.6

女性 388 10.6 54.1 19.6 15.7 2.6 66.8 17.0 13.7 14.4 72.7 4.1 8.8 27.1 55.4 7.2 10.3

10～20歳代 243 17.7 52.7 18.9 10.7 5.3 66.3 21.0 7.4 14.4 71.2 6.2 8.2 22.2 58.4 9.5 9.9

30歳代 339 14.2 59.0 16.8 10.0 3.2 72.9 13.6 10.3 15.6 73.2 3.5 7.7 27.4 56.6 6.8 9.2

40歳代 190 17.9 58.9 15.8 7.4 4.7 64.2 24.2 6.8 20.0 71.6 2.6 5.8 30.5 52.6 7.9 8.9

50歳代 148 14.9 64.2 10.1 10.8 2.7 64.2 16.9 16.2 19.6 73.6 2.7 4.1 31.8 51.4 5.4 11.5

60歳以上 41 14.6 58.5 12.2 14.6 2.4 63.4 12.2 22.0 26.8 56.1 7.3 9.8 26.8 41.5 4.9 26.8

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

有
料
で
も
利
用
し

た
い

無
料
で
あ
れ
ば
利

用
し
て
も
良
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

961 20.4 70.9 4.4 4.4 27.6 57.4 10.0 5.0 12.3 74.9 8.1 4.7 6.0 58.5 28.9 6.5

男性 571 18.6 73.6 4.4 3.5 29.2 55.3 10.7 4.7 14.4 75.3 7.0 3.3 7.7 63.2 24.2 4.9

女性 388 22.9 67.0 4.4 5.7 25.0 60.8 8.8 5.5 9.3 74.5 9.5 6.7 3.6 51.3 36.1 9.0

10～20歳代 243 23.9 62.6 7.0 6.6 34.2 49.8 10.7 5.3 15.6 70.8 8.6 4.9 5.8 55.1 32.1 6.9

30歳代 339 18.3 73.5 3.5 4.7 24.2 63.7 8.8 3.3 11.8 79.6 2.7 5.9 6.8 63.7 24.2 5.3

40歳代 190 20.5 74.2 3.7 1.6 26.8 53.2 15.3 4.7 16.8 67.9 13.7 1.6 6.8 55.8 32.1 5.3

50歳代 148 22.3 71.6 3.4 2.7 27.0 60.1 6.8 6.1 4.1 80.4 12.2 3.4 3.4 58.1 30.4 8.1

60歳以上 41 9.8 80.5 2.4 7.3 22.0 61.0 2.4 14.6 4.9 73.2 9.8 12.2 7.3 48.8 29.3 14.6

全体

回
答
者
数

インターネットによる
電子申請

海外旅行での
翻訳等案内サービス

移動中携帯端末での
周辺情報等の入手

移動中の携帯端末での
デジタルテレビ視聴

行政サービス 趣味・娯楽

買物代金の出口での
自動引き落とし

近隣病院での専門医の
遠隔相談

生活・社会

回
答
者
数

回
答
者
数

交通・物流 医療・福祉

車の自動運転
サポート機能

電子タグ等による
商品情報入手

電子カルテの導入

【表2-7：今後のユビキタスネット・サービスの利用意向（属性別）】（単一回答）

全体

外出先からの家電機器
等の遠隔操作

子供や独居老人の
所在確認、危険通知

全体

外出先での安心な
経路探索

（％）

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別
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②利用したいユビキタスネット・サービスの対価 

 
ユビキタスネット・サービスの対価評価は、各サービスとも“1,000 円以下”がほぼ 60～90％

を占めているが、「子供や独居老人の所在確認、危険通知」、「近隣病院での専門医の遠隔相談」、

「海外旅行での翻訳等案内サービス」、「車の自動運転サポート機能」は“3,000 円以下”でも

利用したいと評価している。 
 
■月 1,000 円以下であれば利用したいサービス 

・移動中継端末での周辺情報等の入手 ..............................92.4％ 
・買物代金の出口での自動引き落とし ..............................89.2％ 
・インターネットによる電子申請......................................88.3％ 
・外出先での安心な経路探索.............................................87.3％ 
・電子タグ等による商品情報入手......................................86.8％ 
・外出先からの家電機器の遠隔操作 ..................................85.1％ 

 
■月 3,000 円以下であれば利用したいサービス 

・近隣病院での専門医の遠隔相談......................................28.5％ 
・子供や独居老人の所在確認、危険通知 ...........................27.1％ 
・車の自動運転サポート機能.............................................24.2％ 
・海外旅行での翻訳等案内サービス ..................................24.2％ 

 
【図2-6：有料でも利用したいユビキタスネット・サービスの対価】（単一回答）
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1.1

0.5

1.5

4.2

4.6

7.9

5.3

4.6

5.2

3.3

2.6

3.0

2.3

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先からの家電機器等の遠隔操作

子供や独居老人の所在確認、危険通知

外出先での安心な経路探索

買物代金の出口での自動引き落とし

車の自動運転サポート機能

電子タグ等による商品情報入手

電子カルテの導入

近隣病院での専門医の遠隔相談

インターネットによる電子申請

海外旅行での翻訳等案内サービス

移動中携帯端末での周辺情報等の入手

移動中の携帯端末でのデジタルテレビ視聴

1,000円/月以下 1,000～3,000円/月 3,000～5,000円/月 5,000～1万円/月 1万円/月以上 不明

N = 58

N = 118

N = 265

N = 196

N = 263

N = 166

N = 153

N = 38

N = 65

N = 71

N = 261

N = 114
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（４）「ユビキタスネット社会」のサービスの利用機器 
 

ユビキタスネット・サービスを利用するときの端末は、「使い慣れた自分の端末」が 46.7％
で最も高くほぼ過半数を占める。次いで「どちらかと言えば使い慣れた自分の端末」が 21.9％
と、両者を合わせた“自分の端末を携行する”が 68.6％に達する。 
 

 【図2-7：ユビキタスネット・サービスを利用するときの機器】（単一回答）

46.7%

21.9%

22.0%

6.0%

1.7%

1.8%

使い慣れた自分の携帯端末

どちらかと言えば、使い慣れた自
分の携帯端末

街に設置されたＫＩＯＳＫ端末

どちらかと言えば、街に設置され
たＫＩＯＳＫ端末

サービス内容により使い分ける

不明

全体
N = 961
100％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これを性別にみると、男女間には殆ど差はみられない。 
年代別では、「使い慣れた自分の端末」は 10～20 歳代をピークに年代が若いほど多く、逆に

「どちらかと言えば使い慣れた自分の端末」は年代が高いほど多い。 
 

 

回
答
者
数

使
い
慣
れ
た
自
分
の
携

帯
端
末

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

使
い
慣
れ
た
自
分
の
携

帯
端
末

街
に
設
置
さ
れ
た

Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
端
末

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

街
に
設
置
さ
れ
た

Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
端
末

サ
ー

ビ
ス
内
容
に
よ
り

使
い
分
け
る

不
明

961 46.7 21.9 1.8 1.7 22.0 6.0

男性 571 48.9 21.2 1.4 1.4 20.8 6.3

女性 388 43.6 22.9 2.3 2.1 23.5 5.7

10～20歳代 243 52.3 21.4 0.8 1.2 19.8 4.5

30歳代 339 49.6 20.6 1.2 2.4 22.4 3.8

40歳代 190 42.6 18.9 3.2 1.1 26.8 7.4

50歳代 148 41.2 25.0 3.4 1.4 22.3 6.8

60歳以上 41 29.3 36.6 0.0 2.4 7.3 24.4

会社員 697 47.3 20.9 1.9 1.4 22.7 5.7
公務員 81 43.2 27.2 0.0 2.5 24.7 2.5
団体職員 47 38.3 25.5 4.3 4.3 12.8 14.9
家事専念 20 45.0 30.0 0.0 5.0 0.0 20.0
学生 44 50 25.0 0.0 2.3 15.9 6.8
パート 42 45.2 14.3 4.8 0.0 31.0 4.8
その他 27 51.9 22.2 0.0 0.0 25.9 0.0
無職 3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

【表2-8：ユビキタスネット・サービスを利用するときの機器（属性別）】（単一回答）

（％） 
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（５）「ユビキタスネット社会」への期待と不安 
 

①「ユビキタスネット社会」に対する期待内容 

 
ユビキタスネット社会に対して期待する内容を全体でみると、 

 
・生活が便利になる ............................................. 80.9％ 
・生活が安全になる ............................................. 38.7％ 
・高齢者や障害者に優しい社会になる ................ 33.4％ 
・災害対応が迅速化する ...................................... 31.6％ 

 
が 30％以上で、中でも「生活が便利になる」が 80％強で群を抜いている。 
先のインターネットの利用用途でみたように、インターネットや ICT をゲーム感覚や娯楽感

覚で利用する段階から、ネット通販や地域活動情報など日常の生活情報に利用しており、ユビ

キタスネット社会が、生活者にとってより一層便利で安全な社会にステップアップすることを

期待している。 
 
 【図2-8：「ユビキタスネット社会」に対する期待内容】（複数回答）

20.0

38.7

80.9

7.8

14.3

24.9

33.4

15.2

8.5

31.6

9.8

1.8

0 20 40 60 80 100

生活が豊かになる

生活が安全になる

生活が便利になる

食の安全・安心が高まる

健康の維持・管理が行いやすくなる

車の運転や歩行が安全・快適になる

高齢者や障害者に優しい社会になる

コンテンツ利用が促進される

多用な就労形態が実現する

災害対応が迅速化する

環境への負荷が軽減する

その他

N = 961

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを性別にみると、男女間に殆ど差はないが、「生活が豊かになる」は女性に比べ男性で

若干高い。 
年代別では、「生活に便利になる」は年代の枠を超えて各年代で最も高いが、全体的にユビ

キタスネット社会に対する期待は 40 歳以上の層で高い。特に、「生活が安全になる」、「健康の

維持・管理が行いやすくなる」、「車の運転や歩行が安全・快適になる」、「高齢者や障害者に優

しい社会になる」、「災害対応が迅速化する」で顕著である。 
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職業別では、会社員や公務員は「生活に便利になる」が 80％以上と、きわめて高い傾向を

示している。また、家事専念は「生活が豊かになる」が他に比べ高い。 
 

 

回
答
者
数

生
活
が
豊
か
に
な
る

生
活
が
安
全
に
な
る

生
活
が
便
利
に
な
る

食
の
安
全
・
安
心
が
高
ま

る 健
康
の
維
持
・
管
理
が
行

い
や
す
く
な
る

車
の
運
転
や
歩
行
が
安

全
・
快
適
に
な
る

高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し

い
社
会
に
な
る

コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
が
促
進

さ
れ
る

多
用
な
就
労
形
態
が
実
現

す
る

災
害
対
応
が
迅
速
化
す
る

環
境
へ
の
負
荷
が
軽
減
す

る そ
の
他

不
明

961 20.0 38.7 80.9 7.8 14.3 24.9 33.4 15.2 8.5 31.6 9.8 1.8 4.5

男性 571 24.2 38.4 82.1 6.3 13.1 31.0 32.6 18.4 9.6 30.6 8.1 1.9 4.5

女性 388 13.9 39.4 78.9 10.1 16.0 15.7 34.3 10.6 6.7 33.2 12.4 1.5 4.5

10～20歳代 243 20.2 35.8 81.1 9.5 12.8 22.6 32.5 14.8 7.8 28.4 9.9 2.1 4.5

30歳代 339 20.9 36.6 81.7 8.8 13.9 22.4 29.5 18.3 9.7 28.9 11.2 0.9 4.5

40歳代 190 23.7 47.4 84.2 5.3 10.5 27.9 31.6 13.7 10.0 32.1 11.1 3.7 4.5

50歳代 148 13.5 36.5 79.1 6.1 18.2 27.7 43.9 12.8 6.8 43.2 6.1 0.0 4.5

60歳以上 41 17.1 41.5 63.4 7.3 29.3 34.1 41.5 7.3 2.4 29.3 4.9 4.9 4.5

会社員 697 21.5 39.0 82.6 7.3 13.3 24.2 33.3 15.4 8.8 31.6 9.3 1.6 4.3
公務員 81 18.5 32.1 88.9 8.6 18.5 24.7 39.5 16.0 12.3 27.2 11.1 1.2 2.5
団体職員 47 12.8 40.4 66.0 6.4 14.9 27.7 27.7 12.8 2.1 46.8 12.8 6.4 8.5
家事専念 20 25.0 40.0 65.0 15.0 15.0 20.0 30.0 20.0 5.0 20.0 10.0 5.0 10.0
学生 44 22.7 31.8 68.2 6.8 15.9 27.3 31.8 18.2 6.8 22.7 15.9 2.3 6.8
パート 42 9.5 31.0 73.8 9.5 9.5 16.7 33.3 9.5 9.5 38.1 9.5 0.0 4.8
その他 27 7.4 66.7 81.5 14.8 25.9 48.1 33.3 7.4 7.4 37.0 3.7 0.0 3.7
無職 3 0.0 66.7 66.7 0.0 33.3 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【表2-9：「ユビキタスネット社会」に対する期待内容（属性別）】（複数回答）

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②「ユビキタスネット社会」に対する不安内容 

 
ユビキタスネット社会に対して不安である内容を全体でみると、 
 

・個人情報の流出や不正利用............................... 87.1％ 
・詐欺や悪徳商法への遭遇 .................................. 48.5％ 
・システム障害時の混乱 ...................................... 41.1％ 
・コンピュータウイルスの感染 ........................... 32.5％ 
・人と人のつながりの希薄化............................... 29.0％ 

 
がトップ 5 で、プライバシー侵害、情報システム上のセキュリティ不安、電子商取引の悪用な

どが上位を占めている。 
インターネットや ICT が日常生活に深く入り込み生活必需品となりつつある現在、楽しみの

道具として生活者が本格的に利用するには、システムダウン、個人情報の漏洩、不正利用など

不安の払拭や、社会インフラとしての信頼性の醸成が不可欠であることを強く指摘しているこ

とがうかがえる。また、人と人との交流の希薄化や、ICT 機器への依存等によるコミュニティ
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やコミュニケーションの場の必要性を指摘している。 
 
 
 

 

【図2-9：「ユビキタスネット社会」に対する不安内容】（複数回答）

87.1

32.5

23.3

29.0

48.5

23.3

23.6

24.1

19.6

41.1

2.1

0 20 40 60 80 100

個人情報の流出や不正利用

コンピュータウイルスの感染

情報が多くなりすぎる

人と人のつながりの希薄化

詐欺や悪徳商法への遭遇

機器の使用方法の複雑化

常に監視されているような気がする

ＩＣＴ機器への過度の依存

思考能力の低下

システム障害時の混乱

その他
N = 961

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを性別にみると、男女間に殆ど差はないが、「詐欺や悪徳商法への遭遇」で若干女性

（44.1％）より男性（51.7％）が高い。 
年代別では、「機器の使用方法の複雑化」に対しては年代が高くなるほど不安視している。

逆に、「常に監視されている気がする」、「思考力の低下」は若い年代ほど高く、監視社会への

不安感とともに、便利さへの共感と同じレベルで危機感を持っていることがうかがえる。また、

50 歳代で「ICT 機器への過度の依存」に、40 歳代では「詐欺や悪徳商法への遭遇」、「システ

ム障害時の混乱」を不安視している。 
職業別では、学生やパート等は、「個人情報の流出や不正利用」、「システム障害時の混乱」

の認識は若干低い傾向にあるが、「思考力の低下」では他職業より高く、日頃の ICT との接し

方に疑問を持っていることがうかがえる。また、学生やパート等は、公務員とともに「常に監

視されている気がする」が高く、監視社会なることに不安感を持っている。 
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回
答
者
数

個
人
情
報
の
流
出
や
不
正

利
用

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染

情
報
が
多
く
な
り
す
ぎ
る

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化

詐
欺
や
悪
徳
商
法
へ
の
遭

遇 機
器
の
使
用
方
法
の
複
雑

化 常
に
監
視
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
へ
の
過
度
の

依
存

思
考
能
力
の
低
下

シ
ス
テ
ム
障
害
時
の
混
乱

そ
の
他

不
明

961 87.1 32.5 23.3 29.0 48.5 23.3 23.6 24.1 19.6 41.1 2.1 1.8

男性 571 86.0 34.7 24.5 27.1 51.7 20.7 25.2 22.8 18.9 38.9 2.5 1.3

女性 388 88.7 29.1 21.6 32.0 44.1 27.1 21.1 26.0 20.6 44.3 1.5 1.2

10～20歳代 243 84.0 30.5 29.6 33.3 43.6 19.3 26.3 23.0 23.5 39.5 1.6 0.6

30歳代 339 89.4 35.4 20.9 26.3 50.1 20.9 25.1 22.4 18.3 37.2 1.8 1.6

40歳代 190 87.4 31.1 17.4 27.9 55.3 23.7 25.8 23.2 17.9 51.6 2.1 3.4

50歳代 148 89.2 30.4 24.3 29.7 45.3 30.4 15.5 31.1 17.6 41.2 3.4 9.8

60歳以上 41 78.0 34.1 29.3 29.3 43.9 39.0 14.6 24.4 22.0 34.1 2.4 1.4

会社員 697 89.1 33.9 23.5 30.0 50.8 24.1 21.1 22.7 19.9 41.6 2.0 1.4
公務員 81 88.9 32.1 24.7 25.9 49.4 14.8 35.8 29.6 14.8 43.2 3.7 0.0
団体職員 47 83.0 27.7 23.4 34.0 31.9 29.8 25.5 27.7 14.9 38.3 0.0 6.4
家事専念 20 85.0 30.0 10.0 30.0 65.0 20.0 40.0 20.0 5.0 30.0 0.0 5.0
学生 44 68.2 15.9 31.8 22.7 27.3 18.2 40.9 15.9 25.0 31.8 4.5 6.8
パート 42 73.8 31.0 16.7 26.2 45.2 23.8 19.0 35.7 28.6 47.6 0.0 0.0
その他 27 88.9 37.0 18.5 18.5 40.7 25.9 18.5 40.7 22.2 44.4 3.7 0.0
無職 3 100.0 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【表2-10：「ユビキタスネット社会」に対する不安内容（属性別）】（複数回答）

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③情報セキュリティに関するトラブル経験 

 
インターネットなどの情報セキュリティのトラブル経験を全体でみると、 
 

・迷惑メール........................................................ 86.6％ 
・コンピュータウイルス ...................................... 42.5％ 
・違法請求被害 .................................................... 13.7％ 

 
がトップ３であるが、その中でも「迷惑メール」が群を抜いて高く、インターネットや携帯電

話には迷惑メールは付き物の感を呈している。 
こうした状況からも、プライバシーの保護、情報セキュリティの確保、電子商取引環境の整

備、迷惑通信への対応など、多くの機能強化や対策の必要性がうかがえる 
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 【図2-10：情報セキュリティ上のトラブルの経験】（複数回答）
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42.5

3.1

1.2

13.7

1.7
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9.1
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迷惑メールを受けたことがある

コンピュータウイルスに感染した

ネット販売・オンライン決済でトラブル

電子掲示板等で誹謗中傷を受けた

身に覚えのない違法請求の被害

個人情報を不正に利用された

その他

特にない

インターネットを利用していない
N = 961

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを性別にみると、「コンピュータウイルス」、「違法請求被害」は女性に比べ男性で高い。 
年代別では、「迷惑メール」は年代の若い層ほど被害経験は高い。「違法請求被害」は 30～

40 歳代で高く、逆に、60 歳以上では「特にない」（29.3％）で被害経験率は低い 
職業別では、「違法請求被害」は会社員と学生で最も高い。また、「迷惑メール」は会社員や

公務員で非常に高く、これに比べ家事専念、学生、パート等では若干低く、また｢特にない｣が

他に比べて高い。 
 
 
 

回
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あ
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コ
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ピ
ュ
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タ
ウ
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ネ
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販
売
・
オ
ン
ラ
イ

ン
決
済
で
ト
ラ
ブ
ル

電
子
掲
示
板
等
で
誹
謗
中

傷
を
受
け
た

身
に
覚
え
の
な
い
違
法
請

求
の
被
害

個
人
情
報
を
不
正
に
利
用

さ
れ
た

そ
の
他

特
に
な
い

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を
利
用

し
て
い
な
い

961 86.6 42.5 3.1 1.2 13.7 1.7 1.2 9.1 1.0

男性 571 86.2 48.7 3.5 1.4 16.8 2.3 0.5 8.6 0.5

女性 388 87.1 33.2 2.6 1.0 9.3 0.8 2.3 9.8 1.8

10～20歳代 243 90.1 42.0 2.9 0.8 10.7 1.6 0.8 6.2 0.8

30歳代 339 89.4 42.5 4.7 0.6 15.6 0.9 1.8 5.9 0.3

40歳代 190 85.3 41.6 1.1 4.2 15.8 2.1 1.1 11.1 1.1

50歳代 148 83.1 44.6 3.4 0.0 13.5 2.7 0.0 12.8 1.4

60歳以上 41 61.0 41.5 0.0 0.0 7.3 2.4 4.9 29.3 7.3

会社員 697 88.1 45.9 3.4 1.0 14.5 1.0 1.3 8.9 0.4
公務員 81 96.3 25.9 2.5 2.5 11.1 1.2 0.0 1.2 0.0
団体職員 47 80.9 44.7 2.1 2.1 12.8 8.5 0.0 12.8 2.1
家事専念 20 75.0 20.0 10.0 0.0 10.0 0.0 5.0 20.0 5.0
学生 44 77.3 40.9 0.0 2.3 15.9 2.3 2.3 11.4 4.5
パート 42 66.7 31.0 2.4 0.0 11.9 0.0 2.4 14.3 7.1
その他 27 85.2 37.0 0.0 3.7 7.4 7.4 0.0 11.1 0.0
無職 3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

【表2-11：情報セキュリティ上のトラブルの経験（属性別）】（複数回答） （％）
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④望まれる情報セキュリティ対策 

 
インターネット利用者が望む情報セキュリティ確保の対応策を全体でみると、 
 

・アンチウイルスソフト導入............................... 58.5％ 
・軽率にダウンロードしない............................... 46.2％ 
・罰則強化 ........................................................... 43.9％ 
・掲示板等に個人情報を記載しない .................... 42.6％ 
・個人個人が注意することが重要........................ 37.5％ 

 
がトップ 5 である。また、生体認証による本人確認やパスワードの随時変更など、不正アクセ

スに対する自己管理と法規規制やルールづくりが重要と指摘している。 
来るべきユビキタスネット社会の“陰”の部分である情報セキュリティに対して、今回の調

査対象者は、アンチウイルスソフト導入とともに個人情報は自分自身で管理することの認識が

かなり浸透していることがうかがえる。 
 
 【図2-11：望まれる情報セキュリティ対策】（複数回答）
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58.5

46.2

22.4

33.2
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掲示板等に個人情報を記載しない

アンチウイルスソフトを適切に導入

軽率にダウンロードしない

パスワードの定期的な変更

クレジットカード番号を入力しない

指紋等の生体認証を利用する

個人個人が注意することが重要

罰則を厳しくする必要がある

その他 N = 961

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これを性別にみると、「掲示板等に個人情報を記載しない」は男性に比べ女性で高く、逆に

「アンチウイルスソフト導入」、「軽率にダウンロードしない」は男性で高い。 
年代別では、「掲示板等に個人情報を記載しない」、「アンチウイルスソフト導入」、「個人個

人が注意することが重要」では年代が若いほどウエイトは高く、自己管理に目覚めていること

がうかがえるが、30 歳以上になると「罰則強化」の割合が高くなり、インターネット利用に

おける法規制やルールづくりが重要と考えている。 
職業別では、会社員や公務員、団体職員は「個人個人が注意することが重要」、「罰則強化」

のウエイトが高く、自己管理と法規制・ルール作りの必要性を強調している。逆に、家事専念

や学生、パート等は全体的にウエイトが他職業に比べ低く、認識が浅い傾向がうかがえる。 
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を
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な
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生
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証
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個
人
が
注
意
す
る
こ

と
が
重
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罰
則
を
厳
し
く
す
る
必
要

が
あ
る

そ
の
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961 42.6 58.5 46.2 22.4 33.2 23.8 37.5 43.9 1.9

男性 571 39.6 65.0 48.3 22.8 32.0 22.9 37.5 45.5 2.3

女性 388 46.9 48.7 42.8 21.6 35.1 25.3 37.4 41.8 1.3

10～20歳代 243 50.2 63.0 40.3 21.0 31.3 23.0 39.1 38.7 1.2

30歳代 339 43.4 59.3 48.4 22.1 30.7 25.7 42.5 44.2 0.9

40歳代 190 40.5 56.3 48.4 22.1 34.7 19.5 38.9 52.6 5.3

50歳代 148 35.8 53.4 48.0 28.4 38.5 27.7 25.0 44.6 1.4

60歳以上 41 24.4 53.7 46.3 12.2 39.0 19.5 24.4 29.3 0.0

会社員 697 44.0 59.4 47.8 24.5 34.9 26.1 35.9 44.2 1.6
公務員 81 35.8 65.4 42.0 23.5 25.9 13.6 50.6 45.7 6.2
団体職員 47 27.7 44.7 48.9 17.0 29.8 17.0 40.4 44.7 0.0
家事専念 20 50.0 40.0 45.0 10.0 20.0 25.0 25.0 35.0 0.0
学生 44 41 54.5 27.3 6.8 22.7 15.9 45.5 40.9 2.3
パート 42 42.9 59.5 38.1 11.9 33.3 19.0 33.3 42.9 2.4
その他 27 48.1 55.6 55.6 25.9 44.4 25.9 37.0 40.7 0.0
無職 3 33.3 66.7 66.7 0.0 33.3 33.3 33.3 66.7 0.0

職
業
別

全体

性
別

年
代
別

【表2-12：望まれる情報セキュリティ対策（属性別）】（複数回答） （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤「ユビキタスネット社会」実現への期待度 

 
ユビキタスネット社会の実現に対する期待度を全体でみると、「時間をかけて実現すること

が望ましい」（51.3％）が過半数を占め、ユビキタスネット社会の“陰”の問題点や課題に対

する技術向上や法整備などの進捗に合わせた方が良い、と考えている人が多いことがうかがえ

る。 
しかしながら、「ユビキタスネット社会は反対」はわずか 1.7％で、｢世の中の動きとして仕

方がない｣（12.5％）を加えても 14.2％であり、大多数の人はユビキタスネット社会に肯定的

である。 
 

【図2-12：ユビキタスネット社会への期待度】（単一回答）

25.6%

12.5%

8.9%

1.7%

51.3%

是非早く実現してほしい

時間をかけて実現することが望ましい

世の中の動きとして仕方がない

ユビキタスネット社会は反対

わからない

全体
N = 961
100％
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これを性別にみると、「是非早く実現してほしい」は男性で 31.7％と多く、逆に「時間をか

けて実現することが望ましい」は女性で 17.8％と、男性（8.9％）より高い。 
年代別では、殆ど差はみられない。 
職業別では、会社員や公務員は「是非早く実現してほしい」の積極派が多い。逆に、団体職

員や家事専念、学生、パート等は「世の中の動きとして仕方がない」、「わからない」が多い。 
 

 

回
答
者
数

是
非
早
く
実
現
し
て
ほ

し
い

時
間
を
か
け
て
実
現
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い

世
の
中
の
動
き
と
し
て

仕
方
が
な
い

ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ

ト
社

会
は
反
対

わ
か
ら
な
い

全体 961 25.6 51.3 12.5 1.7 8.9

男性 571 31.7 51.7 8.9 1.2 6.5

女性 388 16.2 51.0 17.8 2.3 12.6

10～20歳代 243 22.2 52.7 11.9 2.9 10.3

30歳代 339 28.9 51.0 11.2 0.9 8.0

40歳代 190 26.3 50.5 14.7 1.6 6.8

50歳代 148 27.0 50.0 13.5 0.7 8.8

60歳以上 41 9.8 53.7 12.2 4.9 19.5

会社員 697 27.5 52.2 11.6 1.6 7.0
公務員 81 32.1 50.6 7.4 2.5 7.4
団体職員 47 14.9 48.9 21.3 2.1 12.8
家事専念 20 10.0 50.0 15.0 0.0 25.0
学生 44 20.5 40.9 13.6 2.3 22.7
パート 42 11.9 50.0 19.0 2.4 16.7
その他 27 18.5 55.6 18.5 0.0 7.4
無職 3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3

年
齢
別

職
業
別

性
別

【表2-13：ユビキタスネット社会への期待度（属性別）】（単一回答）

（％）
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（６）「ユビキタスネット社会」や「ＩＣＴ」に関しての自由意見 
 

自由意見では、ユビキタスネット社会への期待感とともに、セキュリティやプライバシー、

情報格差に関する意見が多く、情報化の“陰”の部分の問題点が多く指摘されている。また、

人と人とのこれまで通りの交流なども考慮すべきという意見も多い。 
（詳細は、「Ⅳ 主な 自由意見の一覧」を参照） 
 

 【表2-14：ユビキタスネット社会やＩＣＴに対する主要意見 】（自由記述）

主な自由意見の概要

■安全性の面（セキュリティ・プライバシー等）

　個人情報流出への対策などセキュリティの充実が必要

　ウイルス対策を十分にする必要がある

　誰もが安全に安心して利用できることが重要

　技術先行で倫理感が後回しとなりトラブルが多発する可能性がある

　システムの安全性確保が重要

■利用環境面（情報格差、運用面）

　情報弱者（高齢者、障害者等）への対応が不可欠

　使用方法が煩雑化すると情報弱者が生じるので対策が必要

　国や自治体が支援する環境が望まれる

　Kiosk端末の設置台数を拡充するなど、パソコンや端末を持たない人に配慮する

　生活情報の入手には便利だが、そのためのツール・通信料金などの低廉化が必要

　利用料金は受益者負担が基本

■技術面、制度面

　高齢者にも使える操作性のよいシステム導入が重要

　ユビキタス対応の音声認識やタッチパネル式の端末開発が必要

　無駄な情報氾濫を避ける技術開発が重要

　ネット社会に対応した法整備が必要

　普及促進には規制緩和が必要

■その他（社会生活全般）

　ユビキタスという表現を、「豊かさ、安心を意味」する日本語にすべきだ

　情報の氾濫は、人の思考力減退をもたらす

　人と人の交流が疎外される

　情報に対する市民のコンセンサス形成が重要

　趣味娯楽など過度の情報は、本来の娯楽性を疎外する

　生活に役立つなど、多くのメリットを享受できる

　誰でもが、安価にかつ簡単に情報が入手できる

　医療サービスや行政サービスの向上につながる

　情報の地域格差がなくなる

　出費が増える
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Ⅳ．主な自由意見の一覧 
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■安全性の面（セキュリティ・プライバシー等） 
・セキュリティとトラブル時の混乱が心配なので、その点を解決したうえで実現してほしい。 
・日本においては、セキュリティを重視しすぎ、実質的な、「ユビキタスネット社会」や「ＩＣ

Ｔ」の実現のスピードを非常に遅くしているように思える。本当に問題を受ける情報被害は何

かを規定し、その他情報には寛大に対応すべきかと思いますが、如何でしょうか？ 
・期待と同時に、早急な実現には不安も大きい。セキュリティ対策および法律面での整備を十分

に整えた上で、進めていただきたい。 
・ぜひ早く実現して欲しいが、個人情報の流出と悪用にかなり不安があります。現在、インター

ネット通信販売をかなり利用しており、今後も利用したいので安心して利用できるようになっ

てほしいです。 
・世の中が便利になるのは良いことだが、その反面に個人情報の流出・悪用や人間間の関係が希

薄になるなどの問題点も多いと思う。より良いシステムにするためにもセキュリティ面に力を

入れ、年配の方などが安心して使えて便利な生活が送れる社会作りに貢献してほしい。 
・ウィルス対応をもっと誰でも手軽に簡単にできるようにしていただきたい。 
・生活が便利になるのは大変良いことだと思うが、その反面セキュリティや個人情報の漏洩など

の心配がある。罰則を厳しくするのは当然だがその前に防ぐことも一緒に考えて欲しい。事件

が表にでてきてから色々なことを考えている現状のような状況では難しいと思う。 
・どんな手段を講じても個人情報が漏れるのを防ぐ事はできないと思います。しかし、それを防

ぐために個人情報を一切入れない方針を自分で貫くと、ユビキタスネット社会が到来してしま

った後自分だけ十分な公共サービス等を受けられなさそうなところにジレンマを感じます。 
・個人情報や使用について安心で安全であることが一番の条件で、利用することに不安があれば

普及しないと思います。じっくり対応いただければと思います。 
・便利になることは大歓迎ですが、生体認証等でアクセス権限・セキュリティを充実してほしい。 
・便利さを第一とするのではなく、『安全』を第一と考えた社会づくりをしてほしい。 
・便利なものには必ずいたずらや悪徳商法がついて回る。時間をかけて安全なシステムを作るこ

とが必要でしょう。 
・迷惑メール等の不正利用者の排除システムを構築してから一般へ普及させて欲しい。インター

ネットの初期の段階では、不正利用者は少なかった。 
・セキュリティ確保と使い勝手の良さが重要。 
・もっと社会に対して認知度をあげていくのとセキュリティ面の不安を減らして頂き、その対策

の周知をして頂きたい。 
・便利さか、プライバシーをとるか、ユビキタスは難しい。 
・便利な社会になることは望ましいことであるが、安全であることが第一条件なので、使用

することで犯罪に巻き込まれたり、悪用されることのないように気をつけてほしい。 
・ＩＴを使ってコミュニケーションが取りやすく、便利になるなど大変有難いし期待しているが、

個人情報など安全面への不安が未だ拭えません。対策をしても新手のウイルスがでてきて不安

です。 
・便利になる反面、犯罪が巧妙化すると思う。十分な犯罪対策を施しながら地道に実現すの
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が望ましい。また、情報が多くなるが必要な情報にすぐ行き着けることができれば情報氾

濫は問題にならないと思います。 
・ユビキタスネット社会という言葉はよく聞くが、あまり具体的なイメージがわきません。

便利であると同時に安全であってほしい。 
 
■利用環境面（情報格差、運用面） 
・情報資源アクセス手段が高度化すれば情報の「貧富の格差」が増大し、ひいては社会生活にお

ける情報アクセスのベースとした「階層化」が進むことが予見される。情報アクセスへの「弱

者」への配慮が不可欠であり、携帯端末さえあればと言う風潮にを多分に心配している。 
・特に高齢者や子供、ハンディを負った人のためのサービスを優先して実現してほしい。 
・もう既にネットワーク（固定電話、携帯電話、インターネット接続、等々）の世界では、サー

ビスの種類や料金体系が複雑怪奇で、一体、自分にとってどのサービスが最適で、どの料金体

系が無駄がないのか、判断しようが無い。このままだとこのような状態はますますひどくなる

だろう。高齢者にとっては、非常なデジタルデバイドである。利用者ひとりひとりをコンサル

ティングやアドバイスしてくれるような公的機関や公的資格が必要。 
・ネット社会についていけない人も多く存在することを基本に進めていってほしい。 
・老人（年配の方）は端末操作等になれていないと思うので、年配の方にでも使いやすいまたは

利用しやすい社会になって欲しい。 
・ユビキタスが個人・企業だけの努力ではなく、国・自治体がサポートして早期に実現できる環

境を整えてほしい。 
・使い慣れた人だけではだめだと思う。初めて使う方を最優先にした手法を取り入れなければ意

味がないので、簡単な操作でありながら、セキュリティはしっかりとしたものを望みます。 
・デジタルデバイドといわれる情報の入手量により経済的メリットに、格差がでるようなことの

ないように、ハードの開発、使い勝手の良さ、制度の整備などが並行して行われることが必要。 
・高度な通信社会の実現は先進国として不可欠であり、日本の将来にとって世界に向けてリーダ

ーシップを取ることが重要だと考えます。しかし、高齢者や障害者、ＴＶの予約録画すらでき

ない方々にとっても優しいシステムが実現できる事を願っています。 
・操作の簡便さが絶対条件であり、アクセス画面等に工夫がいると思う。個人のプライバシー等

のセキュリティ保護とヒューマンコミニケーションの観点から、テレビの画面だけでなく、人

と人の交流をベースに考えないと、機械的な社会が想像される。停電や自然災害時の二重三重

のガードを考案しないと便利と不便は表裏一体と思う。 
・地方ではまだ回線利用環境が完備されたとはいえない。また、個人情報保護など解決すべき問

題もあり疑問だ。急ぐことはない、諸々解決して、利用者に安心が先決と思う。 
・もう一つ内容が複雑多岐な感じがして、よくつかめない部分が多いだけに、特に高齢者などに

わかりやすく話を進められるような配慮を願いたい。 
・まずは携帯電話保持者からユビキタス環境を構築したらよいかと考えます。ただし携帯電話を

保持する際の確認事項を厳しくする必要があるかとは思います。 
・各種のサービスが増え便利になりますが、それぞれに料金負担や個別カード・ＩＤ・パスワー
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ドが必要となると複雑になり混乱します。ひとつにまとめるような工夫も必要では無いかと思

います。又、電子マネーも便利ですが、紛失した時のチャージしたお金の心配や事前にチャー

ジしないと使えないなど不便さもあります。不足金が発生すれば銀行口座より自動引落し等が

出来れば更に便利になるのではと思います。 
・ICT と人間の思考との共存がうまくいき、トラブル時でもより安全な対処ができるようなシス

テムにしてほしい。あまり機器にたより過ぎない人間本来の、行動も尊重する必要もあると思

う。 
・受益者負担が望ましい。(税金を使う必要がない) 
・まずは料金が発生しない、あるいは安価で役立つことが必須。理想論ばかり追及しても、企画

倒れになると思う。少子高齢化社会に向かう時代、「生活にやさしい社会」がキーワード。 
・パソコンや携帯電話を持たない人にも配慮が必要、従来の電話も残してほしい。誰でも使

えるキオスク端末の設置数を増やす。 
・ユビキタス社会は便利になると思うが、使えない人もいるのでメディア等でも情報を流し

てほしい。 
・ＩＣＴに詳しい人には便利だと思うが、サービスが多いほど使用方法が複雑化し取り残さ

れる人ができると思う。 
・ユビキタスネット社会では機械の苦手な人でも簡単に使えるキオスク端末の開発や台数を

街角などで増やしてほしい。 
 
■技術面、制度面 
・民間に任せていては、規格の乱立で消費者が迷惑を被ることになることは、これまでの家電製

品・コンピュータ・携帯電話等で明白である。是非、総務省が強力なリーダーシップを持って、

方向性を明確にした主導を期待する。 
・既存技術では、パソコンでのパスワードやカード番号を入力する際のセキュリティキーボード

（画面に表示されるキーボードへのマウス入力）の周知など、想定されるマイナス面とその対

抗策についても周知する必要があると思われます。 
・個人にとって必要な情報か不必要な情報か簡単に判別が出来るシステム。 
・外国の人たちとの意思疎通が容易にできる社会、すなわち言語の壁を取り払えるような技術の

より一層の強化・開発を望む。 
・標準規格・仕様にのっとった仕組みづくりが必須。 
・便利さと安全の両立は大変難しいとは思いますが、ぜひ両立できるように技術開発、運営組織

の確立を希望します。 
・機器のみが先行するとトラブルが発生するので生活に則して進めてほしい。 
・ユビキタスで便利になるが、端末操作をせずに音声認識やタッチパネル式の開発をしてほ

しい。 
・いずれ個人情報のデータベースが一元化されていくと思うので、本人の希望があれば内容

を閲覧できる法律を作ってほしい。 
・システムを悪用する人も多くなるので、法整備が必要と思う。 
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・誰もが使えるようにパソコン教育や操作の簡単な機器の開発も平行して進めるべきだと思

う。 
・ネット上で誰でも自由に発言できることは良いことだが、情報に対する市民のコンセンサ

ス形成やルールづくりが重要となると思います。 
・普及促進には規制緩和が必要と思います。 
 
■その他（社会生活全般） 
・ユビキタスネットの実現によって、人々はメリットを享受する事になると思います。 
・ユビキタスネット社会では、スケールメリットを活かして、サービスを安価(1000 円未満)に提

供できるようにしてほしいと思います。 
・人にやさしい、癒しのあるユビキタスネット社会を切に希望します。 
・誰もが安心して暮らしていける社会に向けて是非実現してほしい。 
・ユビキタス社会が到来すれば、確実に便利な社会が実現できるであろうが、それに付随するデ

メリットもよくよく考慮して（法整備等）、徐々に安全に使用できる環境になることが望まし

い。 
・利用に関しては本人確認、個人の意思（利用する・しない）が十分確認できるシステム及び取

り消し（利用申し込んだ後）が容易に出来ること。 
・ユビキタス社会が到来すれば日常生活の利便性が向上する反面、ＩＣＴ機器については個人の

リテラシー向上も必要と思われます。 
・ユビキタスネット社会もＩＣＴも期待してはいるが、なんでもかんでも電子化されたものに障

害が起きたときのことを危惧する。だから期待も世の中の動きとして仕方ないのかなという程

度にとどまる。 
・企業指導である以上経費は必要なのはやむをえないがなるべく低廉におさるため、公的個人認

証等の利用や制度面での行政のサポートを期待する。 
・ユビキタスネット社会の中でどのようなメリットが享受でき、またどのようなリスクがあるの

かについて議論、認識を広めながら実現できればよいと思います。弱者にとってやさしい社会

の実現に期待します。 
・利用しない人に負担を掛けないシステムの構築・範疇が曖昧、人によって一致しない。 
・端末の低価格化、利用者層の拡大とともにネット環境のモラル低下とともに、実社会でのモラ

ル低下に拍車をかけている感があります。関係省庁の連携、提供事業者との連携をより強固な

ものとしていただき、ネット環境下でのモラル向上を図っていっていただきたいと思います。 
・自動車の普及やテレビゲームで運動能力が低下する、と同じように、ユビキタスネットで甘や

かされて思考力、判断力が鈍るなんてことのないように工夫すべきと考えます。それがかなわ

ないなら、高い社会コストをかけて実現する必要性はありません。手段が目的化するようなこ

とのないよう、注意を払っていくべきです。 
・徹底して導入されると日本が抱えている問題をある程度改善できると思う。是非とも早い時期

に実現して欲しい。特に自治体や政府関係機関の諸手続は煩雑なので早急に改善して欲しい。 
・早く実現したほうが良いと思っていますが、有効に使われるシステムを開発するために、社会
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のニーズの把握と、コンセンサスを得ることに時間を使ってもらいたい。 
・情報へのアクセスが便利になることは大切ではあるが、世の中は情報が全てではないことに十

分に配慮する必要がある。 
・ユビキタスネット社会は、デメリット的な側面も出てくると思います。そういった部分も含め、

導入の際にはそのサービス内容について十分に吟味し、利用者へのデメリット部分を可能な限

り減らすと共に、利用者が（リスクを）選択可能な形で実現する事が必要と思います。 
・投資すること自体が目的となるようなＩＴ化は必要ないと思います。 
・ユビキタスという言葉の広報活動をもっと活発にした方がよい。ほとんどの日本人はまだ言葉

を理解していない、聞きなれない、聞いたことがあるが意味不明の状態にある。 
・徹底的な合理主義の考え方が「早く、安く、便利」なユビキタス社会実現の原動力になってい

ると思うが、日本的な「わび、さび」の精神が不可欠な環境、場面ではあえて「不便なことに

価値を見出す」ことも必要であると考える。古都や有名な景勝地で電子音と液晶画面に囲まれ

たりしたら折角の気分が台無し、なんてことになりませんか？ 
・市場のニーズに沿って、展開を行うべきであると考える。元々、人と人との間で行われていた

コミュニケーションにおいては、手順というものは存在せず、お互いの意思疎通のみであった。

ユビキタス社会や ICT の導入では、サービスは便利となっても、それを享受する際の手順が複

雑にならないことを期待します。 
・とりあえず人間に優しく、地球環境にも影響しないものにして欲しい。 
・ダイナミックなメディアを扱うプラットホームとしてより多くのものが展開し、人それぞれが

その創造性を補完或いはそれ自体が創造性を生むために、メタメディアレベルでの概念が必要。 
・様々な課題をクリアし、見切り発車ではなく、じっくりと時間を掛けての実現が望ましいと思

います。 
・これらは、特別なもの、特に先進的なもの、ではなく今後自然に生活に溶け込んでいかなけれ

ばならないと思います。複雑にせず、安全性をクリアし、故障の少ないシステムが必須条件だ

と思います。また、どこに聞いたらわかるのか総合窓口のようなものがあれば良い。 
・ユビキタス社会の名称を変更したほうがいい。 
・ユビキタスと云う言葉が日本語的でない。 
・今の携帯メール等は人間の思考力をなくしているとの研究がある。不要不急のメールにな

っておりエネルギーの無駄である。 
・情報が大量に簡単に入手でき、生活に便利になると思うが、そのためにツールや通信量が

高くなり生活が豊かになるとは思えない。 
・医療や行政などでサービス向上の点は賛成だが、趣味娯楽などでは過度な情報は必要ない

と考える。情報に縛られるようで意外性がなくつまらないと感じる。 
・ユーザーの意見要望をもっと汲み取ることが重要と思う。 
・ユビキタス社会実現に向けては自治体等、公共機関の協力が必要と思われるので、道路占

有など規制緩和も検討していかねばならない。 
・人間関係の希薄化、体力面での人間能力の低下が不安です。 
・技術だけ進歩しても意味がない。すぐに新しいものを買うのでなく、今使っているものを
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どのように利用していくかを考えるべきである。人間社会とバランスをとったユビキタス

社会を期待したい。 
・街角に多くある自動販売機を活用したユビキタス社会実現が早いのではないか。 
・機械頼りすぎ、自分で考えなくなる。 
・生活に便利になるが、通信費などの出費も増えるのではないでしょうか。 
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Ⅴ．アンケート調査票 
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「ユビキタスネット社会に関するアンケート」のお願い 

 
平成 17 年 9 月  

近畿情報通信協議会  
１．アンケート調査の実施について 

この度、近畿情報通信協議会では、ユビキタスネット社会の進展により、生活の豊かさの向

上や経済の活性化、社会的課題の克服等の恩恵がもたらせることが期待されていることから、

『ユビキタスネット社会における ICT 利活用に関する調査研究』を実施することとなりました。 
つきましては、その調査研究の基礎資料として、皆様に本アンケート調査にご協力をいただ

きたいと考えています。 
本アンケートは無記名回答となっており、上記の目的以外に利用することはありません。 
設問数は、全てを回答した場合で２４問です。場合により回答しなくてもよい設問もありま

すが、おおよそ２０分程度で回答できる内容です。 
 
２．アンケート調査の回答方法、期限 

アンケート回答にあたっては、アンケート調査票に直接記入していただき、貴団体の担当者

様へお渡しいただくか、以下の URL からインターネット上でご回答下さい。また、わかる内

容のみの回答でもかまいませんので、あなた様ご本人がご記入ください。 
なお、回答は９月３０日（金）までに、ご回答をお願いいたします。 

 
http://ｗｗｗ．ｔｅｌｅｃｏｎ．ｏｒ．ｊｐ/ｅｎｑｕｅｓｔ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ 

 
 

３．粗品の進呈 
アンケートにご回答していただいた方の中から、抽選で１００名の方に粗品（ＱＵＯ（クオ）

カード 500 円分）を進呈いたします。ご希望の方は、本紙の裏面に住所・氏名をご記入の上、

アンケート用紙とともに、担当者様へお渡しいただくか、WEB ページでの回答時に住所・氏

名を登録してください。 
粗品の進呈に関してお預かりした個人情報（住所・氏名）は、粗品の発送にのみ利用し、粗

品の発送が終了しましたら、全て速やかに廃棄いたします。 
なお、抽選の結果は、粗品の発送をもってかえさせていただきます。 

 
※調査内容について、ご質問やお問い合わせ等がございましたら下記担当者までご連絡ください。 

 
お問い合わせ先：近畿情報通信協議会事務局（担当 窪、高木、鈴木） 

TEL：06-6942-8522     
E-MAIL：kinki＠telecon.or.jp 
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【粗品抽選希望者】 
 

郵便番号  

住  所 
 

 

氏  名 
 

 

 
■個人情報の適正な利用および管理 
 本アンケート調査で取得した個人情報は、あらかじめ明示した利用目的にのみ利用します。 
 また、これらの個人情報は、「個人情報の保護に関する法律（平成十五年法律第五十七号）」

に準拠し、漏えい、滅失、き損および改ざんなどのないよう適正な管理に努めます。 
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ユビキタスネット社会に関するアンケート調査票 
 

■最初に、あなたご自身のことをおたずねします。 
 

 それぞれの項目ごとに、あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてください。 

 

１．あなたの性別 

 １．男性      ２．女性 

 
２．あなたの年齢 

１．10 歳代     ２．20 歳代      ３．30 歳代     ４．40 歳代 
５．50 歳代     ６．60 歳代      ７．70 歳以上 

 
３．あなたのお住まい 

１．滋賀県      ２．京都府      ３．大阪府     ４．兵庫県 
５．奈良県      ６．和歌山県     ７．その他 

 
４．あなたの勤務地・通学地 

１．滋賀県      ２．京都府      ３．大阪府     ４．兵庫県 
５．奈良県      ６．和歌山県     ７．その他     ８．なし 

 
５．あなたのご職業 

 １．自営業 
 ２．会社員 
 ３．公務員 
４．団体職員 

 ５．専門職（医師、教員、芸術家等） 

 ６．家事専念 
７．学生 

 ８．パート、アルバイト 
 ９．無職 

10．その他［             ］ 

 
６．あなたを含めた、世帯構成 

 １．一人暮らし 
 ２．夫婦のみ 
 ３．親と子 

 ４．二世帯（親と子世帯） 
 ５．三世帯（親と子と孫） 
 ６．その他 
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■家庭等におけるあなたの情報メディアの利用状況に関しておたずねします。 
 

問１．ビジュアルな(写真・図画・文字等が含まれる)情報の収集について、現在あなたは主に

どのようなメディア（インターネットやテレビ、新聞など情報を伝える媒体）を利用して

いますか。Ａ～Ｇそれぞれについて、あてはまるものがあればその番号を選び、○印をつ

けてください。（複数回答可） 

 

   メディア

情報 

インター 

ネット 
テレビ 新聞 雑誌・書籍

Ａ．ニュース １ ２ ３ ４ 

Ｂ．仕事、アルバイトなどの情報 １ ２ ３ ４ 

Ｃ．勉強の情報 １ ２ ３ ４ 

Ｄ．趣味や遊びの情報 １ ２ ３ ４ 

Ｅ．旅行やお店の情報 １ ２ ３ ４ 

Ｆ．生活情報 １ ２ ３ ４ 

Ｇ．健康情報 １ ２ ３ ４ 
 

問２．今後さらなる普及が期待されている、次にあげる情報メディアについて、あなた自身、

どの程度利用、あるいは関心がありますか。Ａ～Ｈそれぞれについて、あてはまる番号を

１つだけ選び、○印をつけてください。 

 

 

メディア 

利用 

している 

機会があれば

利用したい 

あまり関心

はない 

全く 

知らない 

Ａ．地上デジタル放送 １ ２ ３ ４ 

Ｂ．衛星放送（無料放送） １ ２ ３ ４ 

Ｃ．衛星放送（有料放送） １ ２ ３ ４ 

Ｄ．ケーブルテレビ １ ２ ３ ４ 

Ｅ．インターネット １ ２ ３ ４ 

Ｆ．電子メール １ ２ ３ ４ 

Ｇ．携帯電話、PHS  １ ２ ３ ４ 

Ｈ．IP 電話 １ ２ ３ ４ 
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問３．次にあげるICT機器のうち、現在、あなたがお持ちのもの（家庭含む）の番号を選び、

○印をつけてください。（複数回答可） 

 

１．パソコン 
２．携帯電話・PHS 
３．PDA（個人用携帯型情報端末） 
４．FAX 
５．L モード対応電話 

６．デジタルテレビ（デジタルチューナ含む） 
７．カーナビ 
８．その他［            ］ 

 
＜ICT 機器＞ 

パソコンや携帯電話等の情報通信機器の総称です。 
従来、情報通信技術を表す英語としては、「IT（Information Technology）」が広く普及し

てきましたが、各種国際機関では「ICT（Information and Communication Technology）」
が広く定着しているため、ICT 機器と呼ばれるようになってきました。 

 
※【問３】の回答で、「１．パソコン」を選択の方は【問４】へ、「２.携帯電話、PHS」を選択

の方は【問９】へお進みください。「１、２」両方を選択された方も【問４】へお進みくださ

い。 
※「１、２」を選択されなかった方、何も選択しなかった方は【問 12】へお進みください。 

 
問４．【パソコンをお持ちの方のみ回答】（問３で「１．パソコン」と答えた方） 

そのパソコンは、インターネットに接続していますか。あてはまる番号を１つだけ選び、

○印をつけてください。 

 

１．接続している 
２．未接続だが、接続する予定である 

３．未接続で、今後も接続はしない 
４．わからない 

 
※【問４】の回答で、「１．接続している」を選択の方は【問５】へお進みください。 
※「２、３，４」を選択された方は【問７】へお進みください。 

 

問５．【インターネット接続をしている方のみ回答】（問４で「１．接続している」と答えた方） 

インターネットはどのようなことに使っていますか。あてはまる番号を選び、○印をつ

けてください。（複数回答可） 
 

１．プライベートな趣味の情報収集 
（ホームページ上のコンテンツ閲覧） 

２．仕事や勉強の情報収集 
（ホームページ上のコンテンツ閲覧） 

３．プライベートな趣味の情報発信 
（ホームページ開設、ブログ開設） 

４．電子決済 
５．旅行や飲食店予約などのサービス享受 

６．インターネット通信販売、オークション等 
７．プライベートな情報のやりとり 

（電子メール） 
８．仕事や勉強の情報のやりとり 
  （電子メール） 
９．特に目的はない  
10．その他［             ］ 
11．わからない 
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問６．【インターネット接続をしている方のみ回答】（問４で「１．接続している」と答えた方） 

インターネットへはどのような回線を利用して接続していますか。あてはまる番号を選

び、○印をつけてください。（複数回答可） 

 

１．ＡＤＳＬ回線 
２．ＩＳＤＮ回線  
３．光ファイバー回線 
４．ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ回線） 

５．アナログ回線 
６．携帯電話、PHS 回線  
７．その他［             ］ 
８．わからない 

 

問７．【パソコンをお持ちの方のみ回答】（問３で「１．パソコン」と答えた方） 

外出先でのインターネット利用（携帯電話・ＰＨＳ単体での接続は除きます）について、

あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてください。 

 

１．ノートパソコンや PDA とともに通

信カード等を携帯して利用 
２．ノートパソコンや PDA を携帯し、ホ

ットスポット、宿泊施設、空港等の利

用可能環境のみで利用 

３．ノートパソコンや PDA は携帯しない

が、インターネットカフェ、空港ラウ

ンジ等に設置された情報端末にて利用 
４．外出先では利用しない 

 
※【問７】の回答で「１、２、３」を選択の方は【問８】へお進みください。 

※「４．外出先では利用しない」を選択された方は【問９】へお進みください。 

 

問８．【問７で「１、２、３」のどれかを選択された方】 

外出先でのインターネット利用場所と環境充実が望まれる場所はどのようなところです

か。あてはまる番号を選び、最大４つまで○印をつけてください。 
 

１．駅、空港、港 
２．公共交通機関内（電車、バス） 
３．宿泊施設 
４．飲食店 

５．公共施設（役所、図書館、公民館等） 
６．百貨店、スーパー、量販店 
７．公園 
８．その他［             ］ 

 

問９．【携帯電話・ＰＨＳをお持ちの方のみ回答】(問３で「２．携帯電話、ＰＨＳ」を選択さ

れた方) ☆携帯電話・PHS をお持ちでない方は【問 12】へお進みください。 
その電話は、どのようなことに利用していますか。（パソコンからのインターネット接続

回線としての利用は除く）あてはまる番号を選び、○印をつけてください。（複数回答可） 

 

１．通話  
２．電子メール 
３．ホームページ上のコンテンツ閲覧 
４．音楽視聴 

５．ゲーム 
６．カメラ 
７．その他［             ］ 

 
※【問９】の回答で「２．電子メール」を選択の方は【問 10】へ、「３．ホームページ上のコン

テンツ閲覧」を選択された方は【問 11】へお進みください。「２，３」の両方を選択された方

も【問 10】へお進みください。 両方とも選択されなかった方は【問 12】へお進みください。 
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問 10．【携帯電話、ＰＨＳで電子メールをする方のみ回答】（問９で「２．電子メール」を選択

された方） 

電子メールは主にどなたとやりとりしますか。最も多く送受信する方のあてはまる番号

を１つだけ選び、○印をつけてください。 

 

１．家族  
２．知人・友人・恋人 

３．会社・取引先関係者 
４．その他［             ］ 

 

問 11．【携帯電話、ＰＨＳでホームページ上のコンテンツ閲覧する方のみ回答】（問９で「３．

ホームページ上のコンテンツ閲覧」を選択された方） 
コンテンツ閲覧の内容はどのようなものですか。あてはまる番号を選び、最大４つまで○

印をつけてください。 
 

１．着メロ、着うたダウンロード 
２．ゲームダウンロード 
３．画像、動画ダウンロード 
４．旅行情報 
５．ニュース、天気予報 
６．交通案内、時刻表案内 
７．タウン情報、グルメ情報 
８．ファッション情報、ショッピング情報 

９．暮らしの情報 
10．スポーツ情報 
11．趣味（映画、音楽等）の情報 
12．行政情報 
13．掲示板 
14．オークション 
15．モバイルバンキング 
16．その他［             ］ 

 

問 12．【全員の方】 

以下のICT機器のうち、現在、ご家庭を含めて利用していないもので、あなたが今後利用

したいとお考えの機器の番号を選び、○印をつけてください。（複数回答可） 
 

１．パソコン 
２．携帯電話・PHS 
３．PDA（個人用携帯型情報端末） 
４．FAX 
５．L モード対応電話 

６．デジタルテレビ 
（デジタルチューナ含む） 

７．インターネットもできるテレビ 
８．カーナビ 
９．その他［             ］ 
10．特になし 
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■次に、ユビキタスネット社会についておたずねします。 
 

問 13．あなたは、「ユビキタスネット社会」と言う言葉を見聞きしたことがありますか。あて

はまる番号を１つだけ選び、○印をつけてください。 

 

１．良く見たり聞いたりする 
２．時々見たり聞いたりする 

３．見たことや聞いたことがある 
４．見たことも聞いたこともない 

 
＜ユビキタスネット社会＞ 

ユビキタスネット社会では、あらゆる ICT 機器（Information and Communication 
Technology）が高度なネットワークで結ばれ、「いつでも、どこでも、誰でも、何でも」簡

単に情報をやりとりすることが可能となり、様々なサービスを享受できる環境が実現します。 
このネットワーク環境が実現することで、コンピュータだけでなく、テレビ、冷蔵庫、洋

服や本などさまざまなモノと人、またはモノ同士がつながりやすくなります。 
これにより、誰でも場所を問わず手軽に情報を引き出せ、互いに通信し合うことで生活や

経済が円滑に進む社会が実現し、その結果、生活の豊かさの向上や経済の活性化、社会的課

題の克服等の恩恵がもたらせることが期待されています。 

 

問 14．「ユビキタスネット社会」で想定されているサービスの一部に､次のＡ～Ｅのサービスが

ありますが、あなたの利用状況にあてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてくださ

い。 
 また、Ａ～Ｅ以外に利用している、以前利用したことがあるサービスがあれば、Ｆ欄に

ご記入し、あてはまる番号に○印をつけてください。 
 

 現在利用 

している 

以前、利用した

ことがある 

利用したこ

とはない 

Ａ．IC カード機能搭載型携帯電話 
（おサイフケータイ 等） 

１ ２ ３ 

Ｂ．GPS 機能付携帯端末による人や物の探索サービス 
 （ココセコム、いまどこサービス 等） 

１ ２ ３ 

Ｃ．携帯端末（携帯電話等）による道案内・観光案内サービス 
（EZ ナビウォーク、京都界わい観光案内システム等） 

１ ２ ３ 

Ｄ．センサー等を使った遠隔監視サービス 
（ホームセキュリティサービス） 

１ ２ ３ 

Ｅ．電子タグ、二次元バーコードを利用したサービス 
（電子タグによる情報提供、食品トレーサビリティ） 

１ ２ ３ 

Ｆ．その他 
 ［                    ］ 

１ ２  

問15-1へ 

 

問15-2へ
 

 
※Ａ～Ｅの各々の回答で「１．現在利用している、２．以前利用したことがある」を選択したサ

ービスは、【問 15-1】を回答願います。 

※「３．利用したことがない」を選択したサービスについては、【問 15-2】を回答願います。 
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問 15-1．【問 14 の各項目で「１、２、」を選択したサービスのみ回答】 

問１４のサービスを利用しての満足度はどの程度ですか。 Ａ～Ｆそれぞれのサービス

について、あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてください。 
また、その満足・不満足の理由があればお答えください。 
 

 非常に満足

している 
ほぼ満足

している 
多少不満

がある 
非常に 
不満 

Ａ．IC カード機能搭載型携帯電話 １ ２ ３ ４ 

Ｂ．GPS 機能付携帯端末による人や物の探索サービス １ ２ ３ ４ 

Ｃ．携帯端末（携帯電話等）による道案内・観光案内サービス １ ２ ３ ４ 

Ｄ．センサー等を使った遠隔監視サービス １ ２ ３ ４ 

Ｅ．電子タグ、二次元バーコードを利用したサービス １ ２ ３ ４ 

Ｆ．その他［                ］ １ ２ ３ ４ 

 
【サービス内容】（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ）○印をつけてください。 
 
【満足・不満足の理由】 

 

 

 

 

 

問 15-2．【問 14 の各項目で「３」を選択したサービスのみ回答】 

あなたは、問１４で紹介したサービスを利用したいとお考えですか。 Ａ～Ｅそれぞれ

のサービスについて、あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてください。 
 

 利用して

みたい 
利用した

くない わからない 

Ａ．IC カード機能搭載型携帯電話 １ ２ ３ 

Ｂ．GPS 機能付携帯端末による人や物の探索サービス １ ２ ３ 

Ｃ．携帯端末（携帯電話等）による道案内・観光案内サービス １ ２ ３ 

Ｄ．センサー等を使った遠隔監視サービス １ ２ ３ 

Ｅ．電子タグ、二次元バーコードを利用したサービス １ ２ ３ 

 75



 

問 16．「ユビキタスネット社会」で想定されている各種サービスの一例を紹介致します。 

    これらのサービスについて、あなたはどのように利用したいと思われますか。 

    Ａ～Ｌそれぞれのサービス例について、あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけて

ください。 
 

 ぜひ有料

でも利用

したい 

無料であ

れば利用

しても良い 

必要 

ない 

わから

ない 

【生活・社会】 

Ａ．外出先からの家電機器等の遠隔操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｂ．子供や独居老人の所在確認や危険通知 

 

 

 

 

 

 
 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｃ．外出先での安心な経路の探索 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｄ．買い物の会計は出口で自動引き落とし 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 
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 ぜひ有料

でも利用

したい 

無料であ

れば利用

しても良い 

必要 

ない 

わから

ない 

【交通・物流】 

Ｅ．車への自動運転サポート機能の組み込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｆ．電子タグ等による商品情報入手 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

【医療・福祉】 

Ｇ．電子カルテの導入により待ち時間短縮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｈ．近隣病院での専門医の遠隔相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 
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 ぜひ有料

でも利用

したい 

無料であ

れば利用

しても良い 

必要 

ない 

わから

ない 

【行政サービス】 

Ｉ．インターネットによる電子申請 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

【趣味・娯楽】 

Ｊ．海外旅行での翻訳等案内サポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｋ．移動中携帯端末での周辺情報等の入手 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 

Ｌ．移動中の携帯端末でのデジタルテレビ視聴 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ ４ 
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◇上記以外で、ユビキタスネット社会で将来的に実現が望まれるサービスがありました

ら、ご記入ください。 

 

 

 

 

※回答で、Ａ～Ｌのサービスの一つでも「１．ぜひ有料でも利用したい」を選択の方は【問 17】

へお進みください。 

※Ａ～Ｌの全てのサービスで「２，３，４」を選択された方は【問 18】へお進みください。 
 

問 17．【問 16 の各項目で「１．ぜひ有料でも利用したい」を選択したサービスのみ回答】 

有料でも利用したい各種サービスの各々の料金はどの程度が望ましいとお考えですか。

選択したＡ～Ｌそれぞれのサービスについて、あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつ

けてください。（Ａ～Ｌのサービス内容は、問 16 の内容と同じです。） 
 

 

有料でも利用したいｻｰﾋﾞｽ 

1000円/月 
以下 

1000～
3000円/月 

3000～
5000円/月 

5000～ 
1 万円/月 

1 万円以上で

もかまわない 
【生活・社会】 

Ａ．外出先からの家電機器等の遠隔操作 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ．子供や独居老人の所在確認や危険通知 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ．外出先での安心な経路の探索 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ．買い物の会計は出口で自動引き落とし １ ２ ３ ４ ５ 

【交通・物流】 

Ｅ．車への自動運転サポート機能の組み込み １ ２ ３ ４ ５ 

Ｆ．電子タグ等による商品情報入手 １ ２ ３ ４ ５ 

【医療・福祉】 

Ｇ．電子カルテの導入により待ち時間短縮 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｈ．近隣病院での専門医の遠隔相談 １ ２ ３ ４ ５ 

【行政サービス】 

Ｉ．インターネットによる電子申請 １ ２ ３ ４ ５ 

【趣味・娯楽】 

Ｊ．海外旅行での翻訳等案内サポート １ ２ ３ ４ ５ 

Ｋ．移動中携帯端末での周辺情報等の入手 １ ２ ３ ４ ５ 

Ｌ．移動中の携帯端末でのデジタルテレビ視聴 １ ２ ３ ４ ５ 
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問 18．問 16 で紹介した「ユビキタスネット社会」のサービス例が実用化された場合にはどの

ような状況の中で利用したいですか。あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてく

ださい。 
 

１．使い慣れた自分の携帯端末からサー

ビス利用したい 
２．どちらかと言えば、使い慣れた自分

の携帯端末からサービス利用したい 
３．街のいたるところに設置された KIOSK

端末（街頭などに置かれる情報端末）

からサービス利用したい 

４．どちらかと言えば、街のいたるところ

に設置された KIOSK 端末からサービ

ス利用したい 
５．サービス内容により使い分け（大画面表

示が必要な場合は KIOSK 端末から等） 
６．わからない 

 

問 19．あなたは、「ユビキタスネット社会」に対して、どのようなことを期待しますか。あて

はまる番号を選び、最大４つまで○印をつけてください。 
 

１．生活が豊かになる 
２．生活が安全になる 
３．生活が便利になる 
４．食の安全・安心が高まる 
５．健康の維持・管理が行いやすくなる 
６．車の運転や歩行が安全・快適になる  

７．高齢者や障害者に優しい社会になる 
８．コンテンツ利用が促進される 
９．多用な就労形態が実現する 
10．災害対応が迅速化する 
11．環境への負荷が軽減する 
12．その他［             ］ 
13．良くわからない 

 

問 20．一方、「ユビキタスネット社会」に対しての不安はどのようなことですか。あてはまる

番号を選び、最大４つまで○印をつけてください。 
 

１．個人情報の流出や不正利用 
２．ICT 機器のコンピュータウイルスの感染 
３．情報が多くなりすぎる 
４．人と人のつながりの希薄化 
５．詐欺や悪徳商法への遭遇 
６．機器の使用方法の複雑化 

７．常に監視されているような気がする 
８．ICT 機器への過度の依存 
９．思考能力の低下 
10．システム障害時の混乱 
11．その他［             ］ 
12．良くわからない 
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問 21．インターネットでは、現在でも情報セキュリティに関する様々な問題が発生しています。

あなたは、情報セキュリティに関してトラブルの経験をお持ちですか。あてはまる番号

を選び、○印をつけてください。（複数回答可） 
 

１．迷惑メールを受けたことがある 
２．コンピュータウイルスに感染したこ

とがある 
３．ネット販売・オンライン決済を利用

してトラブルにあったことがある 
４．インターネット上の電子掲示板等で

誹謗中傷を受けたことがある 

５．身に覚えのない違法請求の被害にあった

ことがある 
６．不正アクセスの被害にあい、個人情報を

不正に利用されたことがある 
７．その他［             ］ 
８．これまでは特にない 
９．インターネットを利用していない。 

 

問 22．あなたは、このような情報セキュリティに関する問題に関して、どのような対策を講じ

れば良いとお考えですか。あてはまる番号を選び、最大４つまで○印をつけてください。 
 

１．掲示板等に個人情報を記載しない 
２．アンチウイルスソフトを適切に導入 
３．軽率にダウンロードしない 
４．パスワードの定期的な変更 
５．クレジットカードの番号を入力しない 

６．指紋等の生体認証を利用する 
７．個人個人が注意することが重要 
８．罰則を厳しくする必要がある 
９．その他［             ］ 
10．良くわからない 

 

問 23．最後に、あなたは「ユビキタスネット社会」の実現に対して、どの程度期待しています

か。あてはまる番号を１つだけ選び、○印をつけてください。 
 

１．是非早く実現してほしい 
２．時間をかけて実現することが望ましい 
３．世の中の動きとして仕方がない 

４．ユビキタスネット社会は反対 
５．良くわからない 

 

問 24．その他、「ユビキタスネット社会」や「ＩＣＴ」に関してのご意見がありましたら

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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